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リ
ス
ボ
ン
大
地
震
一
七
五
五
年
ー
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
社
会
的
震
撼

永
冶
日
出
雄

〔

外

伝

〕

海
神
イ
ザ
ベ
ル
・
フ
ァ
ル
ネ
ー
ゼ
王
妃
と
伝
説
の
カ
ス
ト
ラ
ー
ト
歌
手
フ
ァ
リ
ネ
リ

ー
十
八
世
紀
中
葉
の
ス
ペ
イ
ン
宮
廷
ー
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〔

外

伝

〕

海
神
イ
ザ
ベ
ル
・
フ
ァ
ル
ネ
ー
ゼ
王
妃
と
伝
説
の
カ
ス
ト
ラ
ー
ト
歌
手
フ
ァ
リ
ネ
リ

ー
十
八
世
紀
中
葉
の
ス
ペ
イ
ン
宮
廷
ー

王
妃
マ
リ
ア
ナ
・
ヴ
ィ
ト
リ
ア
が
大
地
震
の
急
報
を
宛
て
た
実
母
、
王
太
后
イ
ザ
ベ
ル
・
フ
ァ
ル
ネ
ー
ゼ
は
ス
ペ
イ
ン
国
王
フ
ィ
リ
ッ
ぺ

五
世
の
後
妻
で
あ
る
。
現
在
は
伝
説
の
カ
ス
ト
ラ
ー
ト
歌
手
、
フ
ァ
リ
ネ
リ
の
パ
ト
ロ
ン
と
し
て
ま
ず
知
ら
れ
る
が
、
ス
ペ
イ
ン
の
膨
張

政
策
を
加
速
す
る
辣
腕
の
王
妃
と
し
て
当
時
は
畏
怖
さ
れ
た
。

一
八
六
四
年
に
完
成
し
た
大
著
『
評
伝

プ
ロ
シ
ャ
王
フ
リ
ー
ド
リ
ッ

ヒ
二
世
』
の
な
か
で
イ
ギ
リ
ス
の
文
人
ト
ー
マ
ス
・
カ
ー
ラ
イ
ル
は
、
イ
ザ
ベ
ル
・
フ
ァ
ル
ネ
ー
ゼ
を
ス
ペ
イ
ン
の
海
神
と
呼
称
し
、
十

八
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
列
強
角
逐
に
関
し
て
特
筆
す
べ
き
人
物
と
注
目
す
る
。

ス
ペ
イ
ン
の
王
位
に
は
鬱
病
の
フ
ィ
リ
ッ
ぺ
五
世
、
ル
イ
十
四
世
の
孫
に
し
て
ブ
ル
ボ
ン
朝
の
始
祖
が
座
し
、
そ
の
傍
ら
に
屈
強
な
婦
人
、

海
神
イ
ザ
ベ
ル
・
フ
ァ
ル
ネ
ー
ゼ
が
控
え
て
い
た
。
彼
女
の
野
望
は
執
念
と
し
て
（
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
皇
帝
）
カ
ル
ロ
ス
六
世
の
そ
れ
に

劣
ら
ず
、
む
し
ろ
よ
り
鮮
明
な
も
の
で
あ
っ
た
。〔
中
略
〕
イ
ザ
ベ
ル
・
フ
ァ
ル
ネ
ー
ゼ
は
カ
ル
ロ
ス
六
世
を
追
い
詰
め
、
世
界
を
壊
乱
し

た
。
言
わ
ば
ふ
た
り
の
大
物
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
二
世
と
ス
ペ
イ
ン
の
海
神
が
二
十
余
年
に
わ
た
り
相
互
に
繰
り
返
し
た
進
駐
や
占
領
に
よ

っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
の
歴
史
な
る
も
の
が
、
右
や
左
に
大
き
く
傾
い
た
の
で
あ
る
。
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カ
ー
ラ
イ
ル
著
『
プ
ロ
シ
ャ
王
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
二
世
』（
一
八
六
四
年
）
①

一
六
八
三
年
太
陽
王
の
次
男
ル
イ
王
太
子
と
バ
イ
エ
ル
ン
選
帝
侯
の
長
女
マ
リ
ア
・
ア
ン
ナ
と
の
間
に
生
ま
れ
た
ア
ン
ジ
ュ
ー
公
フ
ィ

リ
ッ
ぺ
は
、
他
の
王
孫
と
お
な
じ
く
ボ
ー
ヴ
ィ
リ
ア
公
爵
や
文
学
者
フ
ェ
ヌ
ロ
ン
の
薫
陶
を
受
け
た
。
政
務
や
軍
事
に
つ
い
て
教
育
さ
た

ほ
か
、
馬
術
と
水
泳
の
訓
練
も
な
さ
れ
た
が
、
生
来
や
や
内
向
的
で
気
弱
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
②

一
六
世
紀
以
降
ハ
プ
ス
ブ
ル
グ
王

家
が
君
臨
す
る
ス
ペ
イ
ン
で
は
、
国
王
カ
ル
ロ
ス
二
世
に
跡
継
ぎ
が
な
く
、
又
甥
に
あ
た
る
フ
ィ
リ
ッ
ぺ
後
継
者
に
指
名
さ
れ
た
。
ま
も

な
く
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
で
十
七
歳
の
フ
ィ
リ
ッ
ぺ
が
即
位
の
宣
言
を
し
、
翌
年
マ
ド
リ
ッ
ド
の
王
宮
へ
入
洛
し
た
。
他
方
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は

ハ
プ
ス
ブ
ル
グ
家
の
カ
ー
ル
大
公
を
ス
ペ
イ
ン
国
王
に
擁
立
し
、
か
ね
て
フ
ラ
ン
ス
の
膨
張
政
策
に
抵
抗
す
る
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
が
こ
れ
に
連
携
す
る
。
こ
う
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
土
が
ス
ペ
イ
ン
継
承
戦
争
に
突
入
し
、
以
後
新
王
フ
ィ
リ
ッ
ぺ
五
世
は
国
内

統
一
へ
の
政
策
と
列
強
と
の
外
交
・
交
戦
に
忙
殺
さ
れ
、
一
七
一
三
年
ユ
ト
レ
ヒ
ト
条
約
に
よ
っ
て
そ
の
王
位
が
よ
う
や
く
確
立
す
る
。

こ
の
間
に
彼
は
サ
ヴ
ォ
イ
ア
の
公
女
マ
リ
ア
・
ル
イ
ー
ザ
と
結
婚
し
、
後
年
の
国
王
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ド
六
世
な
ど
四
人
の
王
子
が
出
生

し
た
。
し
か
し
、
継
承
戦
争
が
勃
発
し
て
ま
も
な
く
、
一
七
〇
二
年
イ
タ
リ
ア
遠
征
の
頃
か
ら
フ
ィ
リ
ッ
ぺ
五
世
に
は
躁
鬱
病
の
徴
候
が

現
れ
て
、
虚
脱
観
や
厭
世
観
に
憑
か
れ
、
国
事
を
避
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
ス
ペ
イ
ン
宮
廷
の
采
配
は
、
宰
相
ア
ル
ベ
ロ
ニ
と

王
妃
侍
従
長
オ
ル
シ
ニ
公
妃
が
掌
握
す
る
に
至
る
。
前
者
ア
ル
ベ
ロ
ニ
は
イ
タ
リ
ア
人
枢
機
卿
と
し
て
ユ
ト
レ
ヒ
ト
条
約
の
締
結
に
貢
献

し
た
あ
と
、
ブ
ル
ボ
ン
王
権
強
化
の
た
め
マ
ド
リ
ッ
ド
に
派
遣
さ
れ
た
。
後
者
オ
ル
シ
ニ
公
妃
は
フ
ラ
ン
ス
膨
張
政
策
の
一
翼
を
担
い
、

マ
リ
ア
・
ル
イ
ー
ザ
の
輿
入
れ
に
伴
っ
て
ス
ペ
イ
ン
宮
廷
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。
王
妃
の
侍
従
長
に
す
ぎ
ぬ
彼
女
が
、
ル
イ
十
四
世
の
信
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任
を
後
盾
と
し
て
、
国
政
の
改
革
や
条
約
の
締
結
を
も
左
右
し
た
。
①

ユ
ト
レ
ヒ
ト
条
約
が
締
結
さ
れ
た
翌
年
二
月
、
王
妃
マ
リ
ア
・
ル
イ
ー
ザ
が
二
六
歳
に
し
て
病
死
し
た
。
柔
和
で
快
活
な
彼
女
は
、

深
い
情
愛
と
冷
静
な
判
断
に
よ
っ
て
つ
ね
に
フ
ィ
リ
ッ
ぺ
五
世
を
補
佐
し
、
国
民
か
ら
厚
く
敬
愛
さ
れ
て
い
た
。
彼
女
を
伴
侶
と
し
た
時

期
に
は
、
国
王
の
精
神
状
態
は
お
お
む
ね
平
常
を
維
持
し
た
と
言
わ
れ
る
。
以
下
こ
の
時
期
に
お
け
る
ス
ペ
イ
ン
宮
廷
に
つ
い
て
は
主
と

し
て
サ
ン
・
シ
モ
ン
著
『
回
想
録
』
の
記
述
に
依
拠
す
る
。

ス
ペ
イ
ン
王
妃
マ
リ
ア
・
ル
イ
ー
ザ
は
久
し
く
結
核
に
冒
さ
れ
、
重
病
の
状
態
に
あ
っ
た
。
宮
廷
医
エ
ル
ヴ
ェ
シ
ウ
ス
に
よ
る
治
療
を
ひ

た
す
ら
彼
女
は
切
望
し
、
フ
ラ
ン
ス
国
王
に
書
簡
で
招
請
を
懇
願
し
た
。
か
ね
て
オ
ル
シ
ニ
公
妃
の
権
勢
を
知
る
エ
ル
ヴ
ェ
シ
ウ
ス
は
ス

ペ
イ
ン
へ
の
出
向
を
辞
退
し
た
が
、
ル
イ
十
四
世
は
彼
に
厳
命
を
下
し
た
。
彼
は
た
だ
ち
に
郵
便
馬
車
で
出
立
し
、
途
上
で
の
故
障
に
備

え
、
さ
ら
に
一
台
の
馬
車
が
こ
れ
に
続
い
た
。〈
中
略
〉

一
七
一
四
年
二
月
十
一
日
エ
ル
ヴ
ェ
シ
ウ
ス
は
マ
ド
リ
ッ
ド
に
到
着
し
た
。
王
妃
を
診
察
す
る
や
、
彼
は
呟
い
た
。
助
か
る
と
す
れ
ば
、

奇
蹟
で
あ
る
、
と
。
彼
女
の
聴
聞
司
祭
は
イ
エ
ス
ズ
会
士
で
あ
っ
た
。
臨
終
の
秘
蹟
に
至
り
、
絶
命
と
自
覚
す
る
や
、
早
世
し
た
実
姉
の

フ
ラ
ン
ス
王
太
子
妃
に
倣
っ
て
、
イ
エ
ス
ズ
会
士
に
感
謝
し
、
ド
ミ
ニ
カ
修
道
士
に
身
を
委
ね
た
。
ス
ペ
イ
ン
国
王
フ
ィ
リ
ッ
ペ
五
世
は
王

妃
の
間
で
の
就
寝
を
同
月
九
日
か
ら
や
め
る
。
非
凡
な
る
気
力
、
自
覚
、
信
仰
を
保
ち
つ
つ
、
二
月
十
四
日
彼
女
は
永
眠
し
た
。

マ
リ
ア
・
ル
イ
ー
ザ
は
遍
く
敬
愛
さ
れ
、
ス
ペ
イ
ン
全
土
は
深
い
悲
し
み
に
覆
わ
れ
た
。
貴
賎
上
下
を
問
わ
ず
、
あ
ら
ゆ
る
家
族
が
悲

嘆
に
沈
み
、
国
民
す
べ
て
が
哀
悼
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
段
に
お
い
て
さ
ら
に
語
ろ
う
。
国
王
は
深
刻
な
傷
手
を
受
け
た
が
、
王
室

全
体
は
比
較
的
冷
静
で
あ
っ
た
。
狩
猟
に
よ
る
忘
憂
と
戸
外
で
の
散
策
を
彼
に
勧
め
る
。
そ
う
し
た
外
出
の
途
上
、
国
王
は
王
妃
の
遺
体
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②

拙
稿
、
経
験
医
Ｊ
・
Ａ
・
エ
ル
ヴ
ェ
シ
ウ
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と
ル
イ
十
四
世
の
軍
事
・
外
交
ー
評
伝

エ
ル
ヴ
ェ
シ
ウ
ス
家
の
人
々
〈
そ
の
三
〉

ー
愛
知
教
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学
ヨ
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ロ
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文
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ヨ
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ロ
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四
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九
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四
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ー
四
四
頁
。

- 5 -

を
エ
ス
ク
リ
ア
ル
宮
へ
移
送
す
る
葬
列
に
出
会
っ
た
。
こ
れ
を
凝
視
し
、
行
方
を
見
送
り
つ
つ
、
彼
は
狩
猟
へ
赴
い
た
の
で
あ
る
。

サ
ン
・
シ
モ
ン
公
爵
著
『
回
想
録
』
第
十
一
巻
第
四
章

①

フ
ィ
リ
ッ
ぺ
五
世
の
懇
請
に
よ
っ
て
ス
ペ
イ
ン
王
宮
へ
派
遣
さ
れ
た
経
験
医
ジ
ャ
ン
・
ア
ド
リ
ア
ン
・
エ
ル
ヴ
ェ
シ
ウ
ス
は
、
赤
痢
の
特
効

薬
イ
ペ
カ
吐
剤
（
吐
根
）
の
発
明
者
で
あ
る
。
ル
イ
十
四
世
の
王
大
子
ル
イ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
の
赤
痢
を
快
癒
さ
せ
た
彼
は
、
一
六
八

七
年
フ
ラ
ン
ス
最
古
の
公
共
医
療
機
関
パ
リ
施
療
院
の
臨
床
実
験
で
輝
か
し
い
成
功
を
収
め
た
。
や
が
て
オ
ラ
ン
ダ
育
ち
の
経
験
医
は
フ

ラ
ン
ド
ル
方
面
初
代
軍
医
総
監
に
任
命
さ
れ
、
さ
ら
に
オ
ル
レ
ア
ン
公
フ
ィ
リ
ッ
プ
の
侍
医
と
な
り
、
ユ
ト
レ
ヒ
ト
へ
の
和
平
交
渉
を
も

補
佐
し
た
。
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
の
と
き
め
く
高
官
に
辛
辣
な
サ
ン
。
シ
モ
ン
公
爵
で
あ
る
が
、
ジ
ャ
ン
・
ア
ド
リ
ア
ン
に
つ
い
て
は
卓
越
し
た

医
術
だ
け
で
な
く
、
市
井
に
お
け
る
医
療
活
動
や
博
愛
的
行
為
を
惜
し
み
な
く
称
讃
し
た
。
②

三
代
に
わ
た
る
こ
の
名
医
家
に
ま
も

な
く
フ
ラ
ン
ス
啓
蒙
思
想
の
代
表
的
な
ひ
と
り
、
ク
ロ
ー
ド
・
ア
ド
リ
ア
ン
・
エ
ル
ヴ
ェ
シ
ウ
ス
が
出
生
す
る
。
本
論
に
即
し
て
こ
こ
で

は
参
考
ま
で
に
祖
父
ジ
ャ
ン
・
ア
ド
リ
ア
ン
の
ス
ペ
イ
ン
報
告
を
付
記
す
る
に
止
め
よ
う
。

オ
ル
レ
ア
ン
公
侍
医
ジ
ャ
ン
・
ア
ド
リ
ア
ン
・
エ
ル
ヴ
ェ
シ
ウ
ス
の
書
簡

宛
先

フ
ラ
ン
ス
外
務
長
官
ト
ル
シ

一
七
一
四
年
二
月
、
マ
ド
リ
ッ
ド
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憂
慮
す
べ
き
病
状
を
診
察
す
る
よ
う
、
ス
ペ
イ
ン
国
王
陛
下
が
私
を
王
妃
の
傍
ら
に
案
内
さ
れ
、
侍
医
た
ち
か
ら
ご
病
気
の
発
端
と
経

過
が
語
ら
れ
ま
し
た
。
王
妃
の
胸
部
が
水
腫
に
侵
さ
れ
て
い
る
、
と
私
は
種
々
の
症
状
か
ら
私
は
判
断
し
ま
し
た
。

体
内
に
な
ん
ら
か
の

膿
傷
が
生
じ
た
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
下
腹
部
を
調
べ
る
と
、
肝
葉
に
硬
化
と
鈍
痛
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。〔
中
略
〕
少
量
の
硫
黄
塩
を

加
味
し
て
、
ス
イ
ス
の
創
傷
薬
草
を
煎
じ
、
王
妃
に
服
用
し
て
頂
く
よ
う
、
私
は
侍
医
た
ち
に
提
案
し
ま
し
た
。
ま
た
、
二
四
時
間
に
二

回
か
三
回
阿
片
の
投
与
を
繰
り
返
す
日
が
続
く
の
で
、
苦
悶
を
和
ら
げ
、
少
し
で
も
眠
ら
せ
る
た
め
に
、
穀
類
の
タ
ル
タ
ル
ソ
ー
ス
を
一

緒
に
与
え
る
よ
う
進
言
し
ま
し
た
。〔
中
略
〕
王
妃
の
寿
命
が
一
日
で
も
長
く
な
る
方
途
を
考
え
る
以
外
に
、
私
の
時
間
を
有
効
に
使
え

ま
せ
ん
。
と
い
う
の
は
、
こ
れ
を
治
療
で
き
れ
ば
、
ま
さ
に
奇
蹟
で
あ
り
ま
す
。
①

王
妃
マ
リ
ア
・
ル
イ
ー
ザ
の
早
世
は
、
フ
ィ
リ
ッ
ぺ
五
世
の
精
神
疾
患
を
悪
化
さ
せ
、
国
務
を
停
滞
さ
せ
る
に
至
る
。
こ
の
間
宮
廷
で

の
専
横
を
増
幅
し
た
宰
相
ア
ル
ベ
ロ
ニ
と
オ
ル
シ
ニ
公
妃
は
傷
心
の
国
王
に
、
一
七
一
四
年
九
月
パ
ル
ム
公
国
の
公
女
イ
ザ
ベ
ル
・
フ
ァ

ル
ネ
ー
ゼ
と
の
再
婚
を
推
挙
し
た
。
こ
れ
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
妃
マ
リ
ア
ナ
・
ヴ
ィ
ト
リ
ア
の
実
母
で
あ
る
。
文
人
カ
ー
ラ
イ
ル
に
啓
発
さ

れ
、
十
九
世
紀
末
に
伝
記
『
イ
ザ
ベ
ル
・
フ
ァ
ル
ネ
ー
ゼ
』
を
執
筆
し
た
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
は
、
彼
女
の
出
自
が
高
貴

な
血
筋
に
属
す
る
と
い
う
。

イ
ザ
ベ
ル
・
フ
ァ
ル
ネ
ー
ゼ
を
誕
生
さ
せ
、
そ
の
脈
道
を
な
が
れ
る
の
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
聖
俗
最
高
の
血
統
で
あ
る
。
彼
女

は
ル
ネ
サ
ン
ス
最
後
の
教
皇
の
末
裔
に
し
て
、
先
代
の
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
皇
帝
の
孫
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
血
筋
に
は
他
の
要
素
も
混

入
し
た
。
フ
ァ
ル
ネ
ー
ゼ
の
財
産
は
カ
ル
ロ
ス
五
世
非
嫡
出
の
娘
と
パ
ウ
ロ
三
世
非
嫡
出
の
息
子
と
の
結
婚
に
よ
る
と
こ
ろ
大
で
あ
る
。
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本
来
所
有
し
、
譲
渡
と
奪
還
を
閲
み
す
る
領
地
の
パ
ル
マ
と
ピ
ア
セ
ン
ザ
は
、
教
権
と
俗
権
の
緩
衝
地
帯
で
あ
っ
た
。
教
皇
庁
の
封
土
と

し
て
認
め
ら
れ
、
ミ
ラ
ノ
公
国
の
支
配
下
に
あ
る
諸
地
方
と
は
別
格
で
あ
る
。
し
か
し
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
か
ら
の
復
権
要
求
に
た
え
ず

曝
さ
れ
て
い
た
。

ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
著
『
イ
ザ
ベ
ル
・
フ
ァ
ル
ネ
ー
ゼ
』（
一
八
九
二
年
、
ロ
ン
ド
ン
）

①

深
窓
の
従
順
な
乙
女
と
伝
え
ら
れ
た
彼
女
は
、
九
月
一
六
日
結
婚
の
祝
賀
を
パ
ル
ム
で
挙
げ
、
フ
ラ
ン
ス
を
経
て
ス
ペ
イ
ン
に
入
国
す

る
。
国
境
で
出
迎
え
る
王
妃
侍
従
長
、
オ
ル
シ
ニ
公
妃
へ
こ
の
花
嫁
が
即
座
に
国
外
追
放
を
命
じ
た
の
で
あ
る
。
イ
ザ
ベ
ル
・
フ
ァ
ル
ネ

ー
ゼ
の
人
柄
に
つ
い
て
新
た
な
世
評
に
接
し
た
オ
ル
シ
ニ
が
、
フ
ィ
リ
ッ
ぺ
五
世
と
の
婚
約
解
消
を
画
策
し
た
と
さ
れ
る
。
諸
国
の
宮
廷

を
驚
愕
さ
れ
た
筆
頭
女
官
の
放
逐
に
つ
い
て
、
サ
ン
・
シ
モ
ン
著
『
回
想
録
』
の
劇
的
な
描
写
を
抄
訳
す
る
。

マ
ド
リ
ッ
ド
へ
進
む
新
た
な
王
妃
イ
ザ
ベ
ル
・
フ
ァ
ル
ネ
ー
ゼ
の
た
め
、
ス
ペ
イ
ン
国
王
は
国
境
に
装
具
、
施
設
、
防
備
を
用
意
し
た
。

パ
ル
ム
か
ら
宰
相
ア
ル
ベ
ロ
ニ
が
彼
女
に
随
行
し
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
サ
ン
・
エ
ガ
ン
公
爵
が
合
流
し
た
。〈
中
略
〉

十
二
月
二
二
日
ス
ペ
イ
ン
国
王
は
ガ
ダ
ラ
ハ
ラ
に
到
着
し
た
。
ク
リ
ス
マ
ス
を
目
前
に
し
た
二
三
日
、
オ
ル
シ
ニ
公
妃
は
そ
こ
か
ら
七

里
離
れ
た
村
落
ク
ア
ド
ラ
ケ
へ
数
名
の
従
者
と
と
も
に
出
立
し
た
。
当
日
イ
ザ
ベ
ル
が
そ
こ
に
宿
泊
す
る
予
定
だ
か
ら
で
あ
る
。
歓
迎
を

篤
く
感
謝
さ
れ
る
と
オ
ル
シ
ニ
は
自
負
し
、
新
王
妃
と
一
夜
を
共
に
し
、
翌
朝
彼
女
の
馬
車
で
国
王
の
宿
泊
地
ガ
ダ
ラ
ハ
ラ
へ
先
導
す
る

つ
も
り
で
い
た
。
ク
ア
ド
ラ
ケ
に
到
着
す
る
イ
ザ
ベ
ル
・
フ
ァ
ル
ネ
ー
ゼ
を
公
妃
は
出
迎
え
る
。

新
王
妃
の
宿
舎
の
真
向
に
同
じ
く
宿
舎
が
設
け
ら
れ
、
オ
ル
シ
ニ
は
そ
こ
で
待
機
し
た
。
か
ね
て
用
意
し
た
宮
廷
の
正
装
で
身
を
調
え
、
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新
王
妃
の
も
と
へ
近
づ
く
。
無
情
に
し
て
冷
然
た
る
雰
囲
気
が
公
妃
を
当
惑
さ
せ
る
。
当
初
彼
女
は
不
慣
れ
な
新
王
妃
の
た
め
と
判
断
し
、

緊
張
を
和
ら
げ
よ
う
と
し
た
。
だ
が
、
周
囲
は
冷
え
切
っ
た
ま
ま
で
あ
る
。

言
葉
が
交
わ
さ
れ
た
が
、
イ
ザ
ベ
ル
・
フ
ァ
ル
ネ
ー
ゼ
は
す
ぐ
さ
ま
そ
れ
を
中
断
し
、
公
妃
の
身
な
り
と
態
度
が
敬
意
を
欠
く
と
、
激

し
く
叱
責
し
た
。
正
装
で
拝
謁
し
、
慇
懃
な
態
度
と
鄭
重
な
挨
拶
を
呈
し
た
と
信
じ
る
オ
ル
シ
ニ
は
、
不
当
な
譴
責
と
驚
愕
し
、
慌
て
て

弁
明
を
始
め
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
対
応
を
れ
ら
を
新
王
妃
は
不
遜
の
至
り
と
叫
ん
で
、
糾
弾
を
続
け
、
衛
兵
を
呼
び
寄
せ
て
、
公

妃
の
追
放
を
命
じ
た
。〈
中
略
〉

そ
の
場
で
逮
捕
さ
れ
た
オ
ル
シ
ニ
公
妃
は
、
衣
服
や
頭
巾
を
替
え
も
せ
ず
、
防
寒
の
用
意
も
金
銭
等
の
所
持
も
な
し
に
、
ひ
と
り
の
侍

女
と
と
も
に
馬
車
へ
幽
閉
さ
れ
る
。
食
物
も
寝
衣
も
そ
こ
に
は
な
い
。
や
が
て
は
旅
立
ち
の
四
輪
馬
車
と
護
衛
の
将
校
二
名
が
用
意
さ
れ
、

彼
女
は
新
王
妃
を
出
迎
え
た
と
き
の
盛
装
の
ま
ま
で
あ
る
。
公
妃
の
抵
抗
を
反
逆
と
感
じ
、
憤
怒
を
倍
加
し
た
イ
ザ
ベ
ル
・
フ
ァ
ル
ネ
ー

ゼ
は
、
即
刻
国
外
へ
連
行
す
る
よ
う
指
示
し
た
。
折
し
も
ク
リ
ス
マ
ス
の
前
々
日
夕
刻
七
時
頃
、
例
年
ス
ペ
イ
ン
で
は
大
地
が
氷
り
と
雪

で
覆
わ
れ
、
苦
渋
な
極
度
の
寒
冷
に
襲
わ
れ
る
時
期
で
あ
っ
た
。

サ
ン
・
シ
モ
ン
公
爵
著
『
回
想
録
』
第
十
二
巻
第
一
章

①

二
一
世
紀
初
年
に
刊
行
さ
れ
た
ス
ペ
イ
ン
史
家
ヘ
ン
リ
・
カ
ー
メ
ン
の
労
作
『
フ
ィ
リ
ッ
ペ
五
世
ー
二
度
即
位
し
た
ス
ペ
イ
ン
国
王
』

は
、
イ
ザ
ベ
ル
・
フ
ァ
ル
ネ
ー
ゼ
の
才
幹
や
事
績
に
つ
い
て
も
精
細
で
あ
る
。
ば
彼
女
は
外
国
語
に
堪
能
で
、
音
楽
を
愛
す
る
だ
け
で
な

く
、
乗
馬
や
狩
猟
を
も
得
意
と
す
る
女
性
で
あ
っ
た
。
さ
き
に
注
目
し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
妃
マ
リ
ア
ナ
・
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
の
多
芸
多
才
は
、
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母
親
譲
り
で
あ
っ
た
こ
と
が
こ
れ
に
よ
っ
て
判
か
る
。

輿
入
れ
し
た
ス
ペ
イ
ン
の
新
王
妃
は
二
二
歳
で
あ
っ
た
。
若
き
日
の
肖
像
で
は
美
人
で
あ
る
が
、
そ
の
容
色
は
次
第
に
衰
え
る
。
特
筆
す

べ
き
は
イ
ザ
ベ
ル
・
フ
ァ
ル
ネ
ー
ゼ
が
活
発
で
明
敏
で
あ
り
、
不
羈
に
し
て
豊
か
な
教
養
を
備
え
た
こ
と
で
あ
る
。
自
国
の
イ
タ
リ
ア
語

は
も
と
よ
り
、
フ
ラ
ン
ス
語
と
ド
イ
ツ
語
に
通
じ
た
。（
彼
女
の
母
親
は
ド
イ
ツ
人
で
あ
る
。）
ス
ペ
イ
ン
へ
の
途
上
で
見
か
け
た
モ
ナ
コ
君

主
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
中
背
の
優
雅
な
容
姿
で
、
面
長
の
顔
に
疱
瘡
の
跡
が
見
ら
れ
、
か
の
女
の
輝
く
瞳
は
、
あ
ら
ゆ
る
事
柄
を
表
現

で
き
た
と
い
う
。
話
術
も
魅
力
的
で
あ
っ
て
、
音
楽
を
熱
烈
に
愛
し
、
乗
馬
と
狩
猟
も
な
し
え
た
。

先
妻
の
マ
リ
ア
・
ル
イ
ー
ザ
と
同
じ
く
、
マ
ド
リ
ッ
ド
の
宮
廷
で
彼
女
も
美
意
識
を
変
え
ず
、
イ
タ
リ
ア
＝
フ
ラ
ン
ス
風
の
服
飾
を
保

持
し
た
。
ス
ペ
イ
ン
料
理
に
馴
染
め
ず
、
イ
タ
リ
ア
・
ワ
イ
ン
を
好
み
、
パ
ル
ム
産
の
チ
ー
ズ
や
ハ
ム
を
特
命
で
輸
入
さ
せ
た
。
自
身
の

衣
装
す
べ
て
を
イ
タ
リ
ア
で
作
ら
せ
、
の
ち
に
は
そ
れ
ら
を
フ
ラ
ン
ス
へ
発
注
す
る
。
王
妃
専
用
の
騎
馬
も
イ
タ
リ
ア
か
ら
輸
入
さ
れ
た
。

演
劇
の
熱
烈
な
愛
好
者
で
あ
る
イ
ザ
ベ
ル
・
フ
ァ
ル
ネ
ー
ゼ
は
、（
解
し
え
ぬ
言
葉
で
演
じ
る
）
マ
ド
リ
ッ
ド
の
芝
居
に
満
足
で
き
ず
、
一

七
一
八
年
イ
タ
リ
ア
の
劇
団
を
招
請
し
、
首
都
近
郊
の
パ
ル
ド
宮
で
週
三
回
の
上
演
を
許
し
た
。
こ
れ
ら
の
創
意
は
洗
練
さ
れ
た
宮
廷
を

築
く
意
義
あ
る
布
石
で
あ
っ
て
、
イ
ベ
リ
ア
半
島
を
訪
れ
る
多
く
の
外
国
人
と
同
様
に
、
彼
女
も
ス
ペ
イ
ン
文
化
の
実
際
を
、
田
舎
染
み

て
偏
狭
と
感
じ
た
の
で
あ
る
。

カ
ー
メ
ン
著
『
フ
ィ
リ
ッ
ペ
五
世
ー
二
度
即
位
し
た
ス
ペ
イ
ン
国
王
』（
二
〇
〇
一
年
、
ロ
ン
ド
ン
）
①

オ
ル
シ
ニ
公
妃
追
放
の
底
流
に
は
イ
タ
リ
ア
人
宰
相
ア
ル
ベ
ロ
ニ
と
新
た
な
王
妃
の
密
約
が
存
し
た
と
思
わ
れ
る
。
即
位
し
た
イ
ザ
ベ
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ル
・
フ
ァ
ル
ネ
ー
ゼ
は
、
ア
ル
ベ
ロ
ニ
を
腹
心
と
し
て
宮
廷
の
実
権
を
掌
握
し
、
国
内
の
統
一
、
財
政
の
充
実
、
海
軍
の
強
化
に
努
め
る

と
と
も
に
、
イ
タ
リ
ア
で
の
失
地
回
復
を
め
ざ
し
た
。
一
七
一
七
年
ス
ペ
イ
ン
王
権
は
三
万
人
の
軍
勢
に
よ
っ
て
サ
ル
デ
ィ
ニ
ア
全
島
を

占
領
さ
せ
る
。
さ
ら
に
一
七
三
三
年
ポ
ー
ラ
ン
ド
継
承
戦
争
が
勃
発
す
る
や
、
フ
ラ
ン
ス
と
同
盟
し
て
ス
ペ
イ
ン
艦
隊
は
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
軍
と
交
戦
し
て
ナ
ポ
リ
を
占
領
し
た
。
イ
ザ
ベ
ル
・
フ
ァ
ル
ネ
ー
ゼ
を
実
母
と
す
る
最
初
の
王
子
カ
ル
ロ
ス
が
、
派
遣
軍
最
高
司
令
官

に
任
命
さ
れ
、
同
年
五
月
ナ
ポ
リ
へ
、
同
じ
く
さ
ら
に
同
年
九
月
パ
レ
ル
モ
へ
入
城
し
、
ナ
ポ
リ
お
よ
び
シ
チ
リ
ア
の
君
主
と
宣
言
し
た
。

①
こ
の
間
に
フ
ィ
リ
ッ
ぺ
五
世
の
躁
鬱
病
は
発
作
と
鎮
静
を
繰
り
返
し
、
国
政
上
多
大
の
障
害
に
な
る
と
と
も
に
、
近
隣
諸
国
々
で
も
広

く
噂
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
遺
伝
的
な
要
素
に
加
え
て
、
難
病
悪
化
の
原
因
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
列
強
の
凄
ま
じ
い
版
図
争
奪
や
宮
廷
に

渦
巻
く
内
紛
・
陰
謀
と
推
察
さ
れ
る
。
歴
史
家
カ
ー
メ
ン
は
著
書
『
フ
ィ
リ
ッ
ペ
五
世
ー
二
度
即
位
し
た
ス
ペ
イ
ン
国
王
』
に
お
い
て
現

代
の
医
学
的
成
果
を
も
摂
取
し
つ
つ
、
こ
う
し
た
精
神
疾
患
の
経
緯
を
辿
り
、
王
妃
の
献
身
的
な
介
護
を
も
浮
彫
に
す
る
。

さ
き
に
指
摘
し
た
と
お
り
、
フ
ィ
リ
ッ
ぺ
五
世
は
神
経
生
物
学
で
扱
わ
れ
る
深
刻
な
疾
患
を
背
負
っ
て
い
た
。
そ
の
病
質
は
な
か
ば
遺

伝
的
で
、
子
ど
も
の
頃
す
で
に
み
ら
れ
る
。
母
方
で
あ
る
バ
ヴ
ァ
リ
ア
の
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
バ
ッ
ハ
家
を
代
々
悩
ま
し
、
そ
こ
か
ら
遺
伝
し
た
可

能
性
が
高
い
。
お
そ
ら
く
十
歳
代
前
半
に
進
行
し
た
疾
患
が
、、
正
常
と
見
な
さ
れ
、
即
位
し
た
十
七
歳
の
時
点
に
も
潜
伏
し
た
の
で
あ

る
。
フ
ラ
ン
ス
宮
廷
で
の
マ
ン
ト
ノ
ン
夫
人
等
に
よ
る
記
録
に
も
、
そ
う
し
た
兆
候
が
誌
さ
れ
る
。
す
べ
て
病
気
の
せ
い
で
あ
っ
っ
て
、
と

き
に
非
難
さ
れ
る
の
と
異
な
り
、
人
格
的
な
欠
陥
に
よ
る
の
で
は
な
い
。
国
王
は
怠
惰
で
も
虚
弱
で
も
な
く
、
そ
の
よ
う
に
映
ず
る
場
合

は
、
精
神
病
が
悪
化
し
た
た
め
で
さ
る
。
そ
れ
は
躁
鬱
病
な
い
し
両
極
性
障
害
で
あ
っ
て
、
躁
状
態
と
鬱
状
態
の
両
極
を
反
復
す
る
。
比

較
的
早
い
時
期
の
鬱
状
態
と
し
て
誌
さ
れ
る
の
は
、
一
七
〇
一
年
マ
ド
リ
ッ
ド
に
お
け
る
も
の
と
一
七
〇
二
年
ナ
ポ
リ
に
お
け
る
も
の
の
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み
で
あ
る
。・
・
・
マ
ド
リ
ッ
ド
や
ナ
ポ
リ
で
は
フ
ィ
リ
ッ
ぺ
五
世
を
精
神
療
法
で
救
う
人
は
皆
無
で
あ
っ
た
。
対
照
的
に
マ
リ
ー
・
ル
イ

ー
ズ
と
の
初
婚
お
よ
び
イ
ザ
ベ
ル
・
フ
ァ
ル
ネ
ー
ゼ
と
の
再
婚
に
よ
っ
て
、
近
親
か
ら
直
接
介
護
を
受
け
る
。
国
王
は
王
妃
に
縋
り
、
離

れ
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。〔
中
略
〕

一
七
二
六
年
六
月
初
め
フ
ィ
リ
ッ
ぺ
五
世
の
持
病
が
再
発
し
、
数
週
間
続
い
た
。
そ
の
後
し
ば
ら
く
治
ま
り
、
公
式
の
盛
夏
フ
ェ
ス
テ
ィ

ヴ
ァ
ル
に
も
臨
席
す
る
。
だ
が
、
イ
ギ
リ
ス
大
使
が
そ
の
病
気
を
「
発
狂
」
と
記
述
し
た
。
深
刻
な
容
態
と
自
覚
し
て
、
国
王
は
勅
書

を
作
成
し
、
イ
ザ
ベ
ル
・
フ
ァ
ル
ネ
ー
ゼ
を
摂
政
に
任
命
し
た
。
躊
躇
な
く
彼
女
は
王
権
を
掌
握
し
、
閣
僚
と
と
も
に
国
務
を
遂
行
す

ち
ゆ
う
ち
よ

る
。
国
王
に
会
う
こ
と
は
、
だ
れ
に
も
許
さ
れ
ず
、
聴
罪
司
祭
の
み
王
室
に
入
り
、
祈
祷
を
捧
げ
る
。
こ
の
と
き
王
太
子
が
初
め
て
枢

密
会
議
へ
の
出
席
を
認
め
ら
れ
た
の
は
こ
の
と
き
で
あ
る
。
七
月
に
顕
著
な
恢
復
が
な
さ
れ
、
国
王
は
王
室
一
家
と
と
も
に
近
衛
師
団
を

閲
兵
す
る
と
と
も
に
闘
牛
を
観
劇
し
、
月
末
に
は
サ
ン
・
イ
ル
デ
フ
ォ
ン
ソ
宮
に
戻
っ
た
。
健
康
へ
の
危
惧
は
国
王
と
王
妃
の
相
互
依
存
を

絶
対
的
な
ら
し
め
る
。
十
月
フ
ラ
ン
ス
大
使
ロ
ー
テ
ン
ブ
ル
ク
と
の
謁
見
に
お
い
て
、
国
王
の
面
前
で
イ
ザ
ベ
ル
・
フ
ァ
ル
ネ
ー
ゼ
は
、

ふ
た
り
は
一
心
同
体
で
あ
っ
て
、
王
妃
の
行
為
と
思
考
は
国
王
の
そ
れ
ら
と
同
一
で
あ
る
と
言
明
し
た
。
し
か
し
、
病
状
の
恢
復
は
一
時

的
に
す
ぎ
ず
、
十
月
末
に
は
深
刻
な
四
肢
の
障
害
と
し
て
再
発
し
た
。
精
神
的
に
は
活
発
で
明
瞭
の
ま
ま
、
肉
体
的
な
機
能
を
喪
失
す

る
。
寝
台
か
ら
起
す
の
に
、
介
護
者
三
名
を
必
要
と
し
た
。
日
々
国
王
は
幾
時
間
も
そ
こ
に
横
臥
し
た
ま
ま
で
、
何
事
も
な
さ
ず
、
天

井
を
見
詰
め
、
無
言
で
唇
を
動
か
し
て
い
る
。
王
妃
は
そ
の
脇
に
日
夜
付
き
添
っ
た
。〔
中
略
〕

一
七
三
〇
年
の
晩
夏
フ
ィ
リ
ッ
ぺ
五
世
は
ま
た
も
重
い
鬱
状
態
に
陥
り
、
九
月
か
ら
は
寝
室
に
閉
じ
籠
っ
た
。・
・
・
彼
は
だ
れ
に
も
理

容
を
さ
せ
ず
、
伸
び
て
乱
れ
た
ま
ま
の
毛
髪
を
鬘
で
隠
し
た
。
こ
う
し
た
有
様
で
外
へ
出
よ
う
と
せ
ず
、
も
と
よ
り
体
操
な
ど
し
な
い
。

か
つ
ら

九
月
初
旬
王
妃
や
廷
臣
と
と
も
に
プ
エ
ル
タ
・
デ
・
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
に
三
週
間
滞
在
し
、
以
後
そ
こ
か
ら
移
動
す
る
の
を
拒
否
し
た
。

フ
ラ
ン
ス
大
使
に
よ
れ
ば
、
国
王
は
そ
の
間
六
度
だ
け
外
出
し
た
。
三
〇
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
河
畔
ま
で
歩
き
、
そ
こ
で
佇
ん
で
い
つ
も
河

の
流
れ
を
見
詰
め
た
と
言
う
。
愛
着
す
る
唯
一
の
趣
味
は
、
月
光
に
照
ら
さ
れ
る
夜
釣
り
で
あ
る
が
、
ア
ル
カ
ザ
ル
宮
と
は
異
な
り
、

当
地
に
養
魚
池
が
な
い
の
で
、
特
異
な
釣
魚
と
な
っ
た
。
国
王
が
夜
更
け
に
庭
園
へ
出
て
、
魚
の
泳
ぐ
大
鉢
を
侍
従
は
そ
の
面
前
に
置
く
。



①

K
am

en,op.cit.,pp.105-106,159-160,178-179.

②

Patrick
Barbier,H

istoire
des

Casrtrats,Paris,1989.pp.204-206.

〈
参
照
〉
パ
ト
リ
ッ
ク
・
バ
ル
ビ
エ
著
、
野
村
正
人
訳
『
カ
ス
ト
ラ
ー
ト
の
歴
史
』
筑
摩
書
房
、
一
九
九
九
年
。

三
〇
二-

三
〇
三
頁
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か
く
し
て
い
つ
も
釣
り
を
楽
し
む
の
で
あ
る
。
不
幸
な
君
主
の
精
神
状
態
に
閣
僚
も
廷
臣
も
即
応
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
発
病
の
時
期

に
は
癇
癖
も
強
く
な
る
。
だ
れ
の
助
言
も
聴
き
入
れ
ず
、
い
か
な
る
抗
弁
も
容
赦
し
な
い
。・
・
・
一
七
三
〇
年
九
月
フ
ィ
リ
ッ
ぺ
五
世
は

午
後
十
一
時
か
ら
午
前
二
時
に
か
け
て
枢
密
会
議
を
開
き
、
そ
の
あ
と
に
夕
食
を
済
ま
せ
、
午
前
六
時
頃
就
寝
し
て
午
後
二
時
に
起
床
。

午
後
三
時
に
朝
の
ミ
サ
を
聴
き
、
そ
の
あ
と
で
昼
食
を
摂
っ
た
。
翌
年
一
月
に
は
午
前
八
時
に
就
寝
し
、
午
後
四
時
に
起
床
し
て
朝
の
ミ

サ
を
聴
き
、
そ
の
あ
と
で
昼
食
を
摂
る
の
が
通
常
と
な
っ
た
。
重
症
の
時
期
に
も
国
王
と
寝
室
を
共
に
し
つ
つ
イ
ザ
ベ
ル
・
フ
ァ
ル
ネ
ー

ゼ
は
、
通
常
の
生
活
を
懸
命
に
維
持
し
、
然
る
べ
き
時
刻
で
万
事
を
処
理
す
べ
く
、
信
じ
難
き
柔
軟
性
に
よ
っ
て
発
揮
し
た
。
①

一
七
三
三
年
頃
か
ら
フ
ィ
リ
ッ
ぺ
五
世
の
精
神
的
疾
患
は
さ
ら
に
募
り
、
死
に
瀕
し
た
と
装
い
、
食
を
絶
っ
て
、
聴
罪
司
祭
を
呼
ぶ
こ

と
も
あ
っ
た
。
国
王
と
し
て
の
政
務
は
も
と
よ
り
、
以
後
日
々
の
洗
面
、
調
髪
、
装
着
を
怠
り
、
そ
の
状
態
が
数
日
か
数
週
も
続
き
、

と
き
に
は
一
年
半
に
及
ん
だ
。
あ
ら
ゆ
る
医
薬
や
治
療
を
試
み
た
王
妃
イ
ザ
ベ
ル
・
フ
ァ
ル
ネ
ー
ゼ
は
、
周
囲
を
陽
気
に
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
娯
楽
も
提
供
し
た
。
盛
大
な
舞
踏
会
も
長
時
間
と
緊
張
感
で
不
首
尾
と
な
り
、
一
策
と
し
て
子
ど
も
に
愉
快
で
無
邪
気
な
寸
劇

を
宮
殿
の
広
間
で
演
じ
さ
せ
た
。
こ
の
笑
劇
が
国
王
の
病
状
を
あ
る
程
度
和
ら
げ
、
王
妃
の
脳
裏
に
は
高
名
な
カ
ス
ト
ラ
ー
ト
歌
手
カ

ル
ロ
・
ブ
ロ
ッ
シ
、
通
称
フ
ァ
リ
ネ
リ
の
面
影
が
浮
か
ぶ
。
そ
の
玲
瓏
た
る
歌
声
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
土
で
讃
え
ら
れ
る
が
、
イ
タ
リ
ア
育
ち

の
彼
女
が
か
っ
て
そ
れ
を
直
接
聴
い
た
の
で
あ
る
。
②

一
七
三
七
年
ロ
ン
ド
ン
滞
在
中
の
フ
ァ
リ
ネ
リ
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
大
使
モ
ン
テ
ィ

ジ
ョ
伯
爵
を
通
じ
、
王
妃
イ
ザ
ベ
ル
・
フ
ァ
ル
ネ
ー
ゼ
の
書
簡
を
受
け
取
っ
た
。
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フ
ィ
リ
ッ
ぺ
五
世
の
精
神
疾
患
を
介
護
す
た
め
、
イ
ザ
ベ
ル
・
フ
ァ
ル
ネ
ー
ゼ
は
楽
し
く
日
々
を
過
せ
る
よ
う
、
あ
わ
ゆ
る
種
類
の
慰

安
を
用
意
し
た
。
大
抵
は
あ
ま
り
に
長
時
間
で
、
堅
苦
し
い
舞
踏
会
を
諦
め
た
あ
と
、
王
妃
は
内
輪
の
団
欒
で
小
さ
な
舞
台
に
子
ど
も

た
ち
を
登
場
さ
せ
た
。
こ
う
し
た
無
邪
気
で
愉
快
な
笑
劇
が
毎
週
日
曜
の
夕
宵
に
演
じ
ら
れ
、
国
王
の
病
状
を
緩
和
す
る
と
も
思
わ
れ

た
。か

く
も
無
惨
な
患
者
を
な
ん
ら
か
の
芸
術
が
癒
や
す
の
で
は
な
い
か
。
一
層
効
果
的
な
芸
道
を
捜
そ
う
、
と
イ
ザ
ベ
ル
・
フ
ァ
ル
ネ
ー

ゼ
と
着
想
す
る
。
イ
タ
リ
ア
育
ち
の
彼
女
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
土
で
称
讃
さ
れ
る
フ
ァ
リ
ネ
リ
の
歌
唱
に
か
っ
て
接
し
、
そ
の
神
韻
縹
渺
た

る
調
べ
を
脳
裡
に
浮
か
べ
た
。
唯
一
懸
念
さ
れ
る
の
は
、
国
王
が
生
来
音
楽
を
好
ま
ず
、
総
じ
て
音
楽
家
を
蔑
視
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

〔
中
略
〕
か
く
し
て
王
妃
は
、
近
々
ス
ペ
イ
ン
宮
廷
を
訪
れ
る
と
の
返
書
を
ロ
ン
ド
ン
か
ら
受
け
取
り
、
ま
さ
し
く
天
使
の
歌
声
に
よ
っ

て
音
楽
療
法
の
奇
蹟
が
実
現
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
。

一
七
三
七
年
八
月
二
五
日
ラ
・
グ
ラ
ン
ジ
ェ
宮
に
迎
え
ら
れ
た
フ
ァ
リ
ネ
リ
は
、
フ
ィ
リ
ッ
ぺ
五
世
の
健
康
状
態
と
日
常
生
活
の
す
べ
て

を
ほ
ぼ
把
握
し
て
い
た
。
イ
タ
リ
ア
育
ち
の
王
妃
イ
ザ
ベ
ル
・
フ
ァ
ル
ネ
ー
ゼ
は
、
舞
台
の
設
定
に
巧
み
で
あ
っ
て
、
対
照
的
な
ふ
た
り

の
人
物
、
フ
ィ
リ
ッ
ぺ
五
世
と
歌
手
フ
ァ
リ
ネ
リ
を
合
わ
せ
る
の
に
、
当
日
の
段
取
り
を
入
念
に
用
意
し
た
。
初
め
か
ら
対
座
さ
せ
る
に

は
、
国
王
の
反
発
が
懸
念
さ
れ
る
。
王
妃
は
切
り
札
を
隣
室
に
待
機
さ
せ
、
そ
こ
か
ら
国
王
の
間
へ
魔
法
の
調
べ
を
送
っ
た
の
で
あ
る
。〈
中

略
〉



①

Patrock
Barbier,Farinelli,le

castratde
lum

ieres,Paris,1994.pp.113-116.
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声
音
の
魔
力
と
歌
唱
の
魅
力
を
発
揮
す
べ
く
、
彼
の
レ
パ
ー
ト
リ
か
ら
ま
ず
数
曲
が
唱
さ
れ
、
つ
い
で
二
十
曲
あ
ま
り
美
事
に
歌
わ
れ

る
の
で
充
分
で
あ
っ
た
。
当
代
最
高
の
歌
手
に
よ
る
玲
瓏
で
流
麗
で
甘
美
な
旋
律
を
聴
く
数
分
の
う
ち
に
、
フ
ィ
リ
ッ
ぺ
五
世
の
放
心
し

た
顔
面
が
、
幸
福
な
表
情
に
変
り
始
め
た
。
ふ
た
た
び
微
笑
が
甦
え
り
、
病
患
の
た
め
虚
脱
し
た
身
体
を
回
復
さ
せ
る
。
数
ヶ
月
宮
殿

を
包
む
暗
雲
が
、
片
隅
か
ら
流
れ
る
声
音
、
さ
ら
に
は
流
麗
な
調
べ
や
躍
動
的
な
旋
律
に
よ
っ
て
消
え
去
っ
た
と
言
う
。

こ
の
と
き
国
王
に
力
が
甦
え
り
、
フ
ァ
リ
ネ
リ
を
呼
び
寄
せ
、
彼
に
手
を
触
れ
て
感
謝
の
意
を
示
し
た
。
切
な
る
望
み
と
し
て
、
こ
れ

な
る
病
床
の
枕
元
で
い
ま
一
度
歌
っ
て
欲
し
い
、
と
懇
請
さ
れ
る
。
陛
下
が
恢
復
し
て
、
洗
面
や
整
髪
を
済
ま
せ
、
ふ
た
た
び
国
務
を
采

配
す
る
こ
と
だ
け
が
自
分
の
願
い
と
、
フ
ァ
リ
ネ
リ
は
応
え
た
。
い
つ
も
な
が
ら
こ
う
し
た
彼
の
応
対
は
、
謙
虚
に
し
て
献
身
的
で
あ
る
。

こ
の
名
歌
手
は
国
王
へ
の
対
処
に
周
到
な
用
意
を
調
え
、
王
妃
や
宮
廷
の
悲
願
を
的
確
に
把
握
し
て
い
た
。
国
王
恢
復
の
兆
候
が
現
れ
た

と
き
、
自
身
に
寄
せ
ら
れ
る
絶
大
な
属
望
に
フ
ァ
リ
ネ
リ
は
以
後
応
え
る
。

パ
ト
リ
ッ
ク
・
バ
ル
ビ
エ
著
『
啓
蒙
の
カ
ス
ト
ラ
ー
ト
歌
手
、
フ
ァ
リ
ネ
リ
』（
パ
リ
、
一
九
九
四
年
）

①

さ
き
に
引
用
し
た
パ
ト
リ
ッ
ク
・
バ
ル
ビ
エ
著
『
啓
蒙
の
カ
ス
ト
ラ
ー
ト
歌
手
、
フ
ァ
リ
ネ
リ
』
な
ど
若
干
の
評
伝
と
と
も
に
、
こ
の

声
楽
家
に
つ
い
て
は
一
九
九
四
年
イ
タ
リ
ア
・
フ
ラ
ン
ス
・
ベ
ル
ギ
ー
の
多
国
籍
映
画F

A
R

IN
E

L
L

I

（
邦
題
『
カ
ス
ト
ラ
ー
ト
』）
が
、

コ
ル
ビ
オ
夫
妻
の
脚
本
・
監
督
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
た
一
九
九
四
年
に
製
作
さ
れ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
の
伝
統
と
特
質
を
廣
く
認
識
さ

せ
る
べ
く
、
欧
州
連
合
の
映
画
振
興
政
策
に
助
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
去
勢
さ
れ
た
フ
ァ
リ
ネ
リ
の
複
雑
な
人
間
関
係
や
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
巡
業
で
の
異
常
な
反
響
な
ど
が
織
り
込
ま
れ
、
斬
新
な
演
出
に
出
来
事
の
筋
道
を
や
や
把
握
し
難
い
。
し
か
し
、
以
上
の
よ
う
な
ス

ペ
イ
ン
・
ブ
ル
ボ
ン
王
家
と
の
係
り
や
奇
蹟
的
な
音
楽
療
法
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
五
年
初
演
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
『
フ
ァ
リ
ネ
リ
と
王
様
』
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が
直
裁
か
つ
明
快
で
あ
る
。

ク
レ
ア
・
ヴ
ァ
ン
・
カ
ン
ペ
ン
の
脚
本
に
基
づ
く
こ
の
作
品
は
、
ま
ず
テ
ム
ズ
河
畔
の
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
・
グ
ロ
ー
ブ
座
・
ワ
ナ
メ
イ
カ

ー
劇
場
で
同
年
二
月
十
一
日
初
日
を
迎
え
、
同
年
九
月
中
旬
か
ら
十
二
月
初
め
ま
で
ウ
エ
ス
ト
エ
ン
ド
の
デ
ュ
ー
ク
・
オ
ブ
・
ヨ
ー
ク

劇
場
で
引
き
継
が
れ
る
。
さ
ら
に
『
フ
ァ
リ
ネ
リ
と
王
様
』
は
二
〇
一
七
年
十
二
月
五
日
か
ら
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
の
ベ
ラ
ス
コ
劇
場

に

お
い
て
演
出
ジ
ョ
ン
・
ド
ー
ヴ
に
よ
っ
て
公
演
さ
れ
、
翌
年
三
月
二
五
日
に
至
る
ロ
ン
グ
ラ
ン
を
記
録
し
、
第
七
二
回
ト
ニ
ー
賞
諸
部
門

に
ノ
ミ
ネ
イ
ト
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
劇
作
の
終
末
近
い
場
面
、
危
機
を
脱
し
た
国
王
夫
妻
が
、
フ
ァ
リ
ネ
リ
を
長
期
に
ス
ペ
イ
ン
に
引
き

留
め
る
場
面
を
訳
出
す
る
。
療
養
先
の
ラ
・
グ
ラ
ン
ハ
離
宮
で
玲
瓏
な
詠
唱
に
よ
っ
て
フ
ィ
リ
ッ
ペ
五
世
は
快
方
に
導
か
れ
、
平
常
の
生

活
を
取
り
戻
し
た
が
、
マ
オ
リ
ッ
ド
王
宮
で
の
政
務
復
帰
に
は
な
お
障
害
と
不
安
が
横
た
わ
る
。

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
『
フ
ァ
リ
ネ
リ
と
王
様
』

二
〇
一
七
年
十
二
月
、
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
、
ベ
ラ
ス
コ
劇
場
。

脚
本

ク
レ
ア
・
ヴ
ァ
ン
・
カ
ン
ペ
ン

演
出

ジ
ョ
ン
・
ド
ー
ヴ
、

配
役

ス
ペ
イ
ン
国
王
フ
ィ
リ
ッ
ペ
五
世:

マ
ー
ク
・
ラ
イ
ラ
ン

ス
ペ
イ
ン
王
妃
イ
ザ
ベ
ル
・
フ
ァ
ル
ネ
ー
ゼ:

メ
ロ
デ
ィ
・
グ
ロ
ー
ヴ

高
名
な
歌
手
フ
ァ
リ
ネ
リ

:

（
演
技
）
サ
ム
・
ク
ラ
ー
ヌ

:

（
歌
唱
）

イ
エ
ス
テ
ィ
ン
・
デ
ェ
イ
ヴ
ィ
ス
／
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ハ
ー
ル
／
エ
リ
ッ
ク
・
ユ
レ
ナ
ス
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第
二
幕
第
五
場

一
七
三
七
年
八
月
二
六
日
、
セ
ゴ
ヴ
ィ
ア
近
郊
ラ
・
グ
ラ
ン
ハ
離
宮
の
広
大
な
緑
園
。

〔
遊
歩
す
る
国
王
フ
ィ
リ
ッ
ペ
五
世
に
、
歌
手
フ
ァ
リ
ネ
リ
が
別
れ
の
挨
拶
を
始
め
る
。
そ
こ
へ
王
妃
イ
ザ
ベ
ル
が
現
れ
る
。〕

フ
ィ
リ
ッ
ペ
五
世

:

イ
ザ
ベ
ル
よ
。
フ
ァ
リ
ネ
リ
に
訴
え
よ
！
去
っ
て
は
な
ら
ぬ
、
我
ら
か
ら
離
れ
て
な
ら
ぬ
、
と
！

王
妃
イ
ザ
ベ
ル

:

（
フ
ァ
リ
ネ
リ
に
）
立
ち
去
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
！

フ
ァ
リ
ネ
リ:
陛
下
は
ご
健
康
を
充
分
に
恢
復
さ
れ
た
と
存
じ
ま
す
。

フ
ィ
リ
ッ
ペ
五
世

:
恢
復
し
た
？

と
ん
で
も
な
い
。

王
妃
イ
ザ
ベ
ル

:

去
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
病
状
を
お
考
え
く
だ
さ
い
。

フ
ィ
リ
ッ
ペ
五
世

:

な
お
留
ま
る
こ
と
を
、
余
は
命
令
で
き
る
。

フ
ァ
リ
ネ
リ:

私
を
尊
重
さ
れ
る
な
ら
、
命
令
で
き
な
い
は
ず
で
す
。

フ
ィ
リ
ッ
ペ
五
世:

尊
重
す
る
以
前
に
、
そ
な
た
の
歌
を
ひ
た
す
ら
聴
き
た
い
の
だ
。
ど
う
か
余
の
た
め
歌
っ
て

ほ
し
い
。
長
き
暗

闇
の
歳
月
、
わ
が
心
は
痛
苦
に
沈
潜
し
、
癒
さ
れ
る
に
は
そ
な
た
の
歌
が
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
れ
を
承
知
で
、
見

棄
て
よ
う
と
さ
れ
る
の
か
。

フ
ァ
リ
ネ
リ
は
黙
り
込
む
。

王
妃
イ
ザ
ベ
ル:

雨
の
あ
と
暁
の
草
花
は
麗
し
い
。
そ
れ
で
も
日
没
後
ま
で
凋
ま
ぬ
の
は
す
く
な
い
。

フ
ァ
リ
ネ
リ:

な
に
と
ぞ
両
陛
下
に
は
私
を
お
赦
し
く
だ
さ
い
。

〔
こ
こ
で
フ
ァ
リ
ネ
リ
は
退
場
し
、
さ
ら
に
い
く
つ
か
の
場
面
が
続
い
た
あ
と
、
夕
刻
の
対
話
が
始
ま
る
。〕

フ
ィ
リ
ッ
ペ
五
世
が
現
れ
る
。
彼
は
放
心
し
た
様
相
で
、
眩
し
そ
う
に
手
を
翳
す
。

か
ざ

フ
ィ
リ
ッ
ペ
五
世:

今
夜
は
と
て
も
眠
れ
な
い
。

フ
ァ
リ
ネ
リ:

予
定
の
船
舶
は
明
日
早
朝
に
出
港
し
ま
す
。
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フ
ィ
リ
ッ
ペ
五
世:

予
定
ど
お
り
、
去
る
が
よ
い
。
簡
素
に
出
立
し
て
ほ
し
い
。

フ
ァ
リ
ネ
リ:

簡
素
に
旅
立
ち
ま
す
。

フ
ィ
リ
ッ
ペ
五
世:

旅
立
ち
と
は
縁
の
切
れ
目
よ
！

沈
黙
が
続
く
。

フ
ァ
リ
ネ
リ:
留
ま
る
こ
と
に
決
意
し
ま
し
た
。
陛
下
が
お
望
み
な
ら
ば
・
・
・
。

フ
ィ
リ
ッ
ペ
五
世:
あ
あ
、
居
て
く
れ
る
の
か
。

フ
ァ
リ
ネ
リ:

春
ま
で
な
ら
。

フ
ィ
リ
ッ
ペ
五
世:

春
ま
で
、
と
。

フ
ァ
リ
ネ
リ:

春
に
は
去
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

王
妃
イ
ザ
ベ
ル:

判
り
ま
し
た
。
春
に
出
立
す
る
の
で
す
ね
。
宰
相
ラ
・
ク
ワ
ド
ラ
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。
必
要
な
事
柄
を
す
べ
て
準
備

す
る
は
ず
で
す
。

フ
ィ
リ
ッ
ペ
五
世:

フ
ァ
リ
ネ
リ
よ
、
余
の
た
め
冬
中
歌
っ
て
く
れ
る
の
か
。

王
妃
イ
ザ
ベ
ル:

春
ま
で
な
の
よ
！

フ
ィ
リ
ッ
ペ
五
世:

め
で
た
し
、
め
で
た
し
！
立
ち
去
ら
ぬ
、
と
誓
っ
て
く
れ
た
の
だ
。

王
妃
イ
ザ
ベ
ル:

（
フ
ィ
リ
ッ
ペ
五
世
に
）
離
れ
ぬ
、
と
フ
ァ
リ
ネ
リ
は
約
束
し
ま
し
た
。
夏
が
終
わ
り
、

冷
え
て
き
ま
し
た
。

王
妃
イ
ザ
ベ
ル
が
退
場
す
る
。

フ
ィ
リ
ッ
ペ
五
世:

フ
ァ
リ
ネ
リ
よ
、
余
ら
は
明
日
マ
ド
リ
ッ
ド
に
帰
る
。
緑
園
の
わ
が
茅
屋
に
す
ぐ
さ
ま
野
鼠
が
入
り
込
み
、
住
み

つ
く
で
あ
ろ
う
。
身
を
潜
め
し
洞
穴
は
、
こ
れ
ら
樹
木
の
天
蓋
に
覆
わ
れ
、
繁
茂
す
る
枝
葉
で
月
光
を
仰
ぐ
の

も
困
難
と
な
ろ
う
。
余
ら
は
つ
ね
に
戦
乱
の
最
中
に
い
る
。
争
闘
を
逃
れ
る
す
べ
は
な
い
。
こ
の
と
き
星
空
に
輝

く
緑
林
か
ら
歌
声
を
聴
か
せ
て
欲
し
い
。
愛
唱
さ
れ
る
ど
の
曲
で
も
よ
い
。
い
つ
い
つ
ま
で
も
、
わ
が
命
の
続
く
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か
ぎ
り
、
く
り
か
え
し
繰
り
返
し
、
そ
な
た
の
歌
を
聴
く
必
要
を
感
じ
る
の
だ
。
①

や
が
て
フ
ィ
リ
ッ
ペ
五
世
は
エ
ス
コ
ウ
リ
ア
ル
宮
に
復
帰
し
、
従
来
の
と
お
り
実
権
は
王
妃
に
委
ね
つ
つ
、
君
主
と
し
て
の
政
務
に
就
い

た
。
マ
ド
リ
ッ
ド
残
留
を
懇
請
さ
れ
た
フ
ァ
リ
ネ
リ
は
国
王
の
居
間
で
連
夜
数
曲
を
歌
い
、
二
十
年
間
ブ
ル
ボ
ン
王
家
の
悲
願
に
応
え
る
。

ま
も
な
く
彼
は
重
臣
の
地
位
に
特
任
さ
れ
、
君
主
の
難
病
を
癒
や
し
な
が
ら
、
宮
廷
の
音
楽
事
業
を
統
率
す
る
に
至
っ
た
。
一
七
三
八

年
謝
肉
祭
に
は
改
修
直
後
の
カ
ノ
ス
・
デ
ル
・
ペ
ラ
ル
劇
場
で
フ
ァ
リ
ネ
リ
の
親
友
メ
タ
ス
タ
ー
ジ
オ
の
台
本
『
歌
劇
デ
メ
ト
リ
オ
』
を

上
演
さ
せ
る
。
ま
た
、
こ
の
会
場
を
手
狭
に
感
じ
て
彼
は
、
ブ
エ
ン
・
レ
テ
ィ
ロ
宮
廷
劇
場
を
増
築
さ
せ
、
同
年
七
月
コ
ル
セ
リ
作
曲

『
イ
ン
ド
に
お
け
る
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
大
王
』
を
組
む
。
こ
こ
で
は
以
後
イ
タ
リ
ア
歌
劇
の
長
期
公
演
が
多
々
企
画
さ
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

有
数
の
歌
劇
場
と
評
価
さ
れ
る
に
至
る
。
一
七
四
〇
年
イ
ザ
ベ
ル
・
フ
ァ
ル
ネ
ー
ゼ
の
第
二
王
子
、
フ
ィ
リ
ッ
ペ
・
デ
・
ブ
ル
ボ
ン
の
結

婚
を
祝
し
て
、
当
代
の
著
名
な
声
楽
家
、
す
な
わ
ち
カ
ス
ト
ラ
ー
ト
の
カ
フ
ァ
レ
リ
、
テ
ノ
ー
ル
の
ア
ニ
ヴ
ァ
リ
ノ
、
女
性
歌
手
の
フ
ラ

ン
シ
ネ
リ
お
よ
び
ア
ン
ナ
・
ペ
ル
ー
ジ
が
セ
レ
ナ
ー
デ
で
共
演
し
た
。
②

こ
の
間
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
列
強
の
角
逐
は
さ
ら
に
激
化
し
、
一
七
四
〇
年
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
カ
ー
ル
六
世
の
逝
去
に
よ
っ
て
オ
ー
ス
ト
リ

ア
継
承
戦
争
が
勃
発
す
る
。
三
〇
年
前
ユ
ト
レ
ヒ
ト
条
約
に
よ
っ
て
ミ
ラ
ノ
公
国
を
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
割
譲
し
た
ス
ペ
イ
ン
は
、
こ
れ
を

奪
還
す
べ
く
フ
ラ
ン
ス
と
同
盟
し
、
一
七
四
一
年
ス
ペ
イ
ン
＝
ナ
ポ
リ
連
合
軍
を
北
イ
タ
リ
ア
に
侵
攻
さ
せ
た
。
翌
々
年
王
子
フ
ィ
リ
ッ

ペ
・
デ
・
ブ
ル
ボ
ン
は
、
ス
ペ
イ
ン
＝
フ
ラ
ン
ス
連
合
軍
を
統
率
し
て
ミ
ラ
ノ
を
占
領
し
、
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ア
全
域
へ
の
統
治
を
宣
言
し
て

即
位
の
儀
式
を
挙
行
し
た
。
③

リ
ー
ド
・
ブ
ロ
ウ
ニ
ン
グ
の
労
作
『
オ
ー
ス
ト
リ
ア
継
承
戦
争
』
は
、
十
八
世
紀
中
葉
に
お
け
る
ス
ペ
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イ
ン
・
ブ
ル
ボ
ン
王
家
の
勢
威
を
重
視
し
つ
つ
、
そ
の
イ
タ
リ
ア
進
攻
に
焦
点
を
向
け
る
。

こ
こ
で
は
第
一
の
外
交
政
策
が
イ
タ
リ
ア
に
向
け
ら
れ
た
。
フ
ィ
リ
ッ
ペ
五
世
と
イ
タ
リ
ア
人
王
妃
イ
ザ
ベ
ル
・
フ
ァ
ル
ネ
ー
ゼ
は
、

実
子
で
あ
る
カ
ル
ロ
ス
王
子
と
フ
ィ
リ
ッ
ペ
王
子
を
イ
タ
リ
ア
の
有
力
な
統
治
者
に
す
る
た
め
、
二
十
年
間
全
力
を
傾
け
た
。
ポ
ー
ラ
ン

ド
継
承
戦
争
を
奇
貨
と
し
て
カ
ル
ロ
ス
王
子
は
両
シ
チ
リ
ア
国
王
カ
ル
ロ
ス
七
世
と
し
て
戴
冠
す
る
。
と
は
い
え
、
手
痛
い
代
償
と
し
て

オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
や
む
な
く
譲
渡
し
た
の
が
、
フ
ァ
ル
ネ
ー
ゼ
家
の
領
有
、
豊
穣
な
パ
ル
マ
＝
ピ
ア
チ
ェ
ン
ツ
ァ
公
国
で
あ
っ
た
。
長
男
カ

ル
ロ
ス
王
子
を
即
位
さ
せ
た
フ
ィ
リ
ッ
ペ
五
世
夫
妻
は
、
次
男
の
フ
ィ
リ
ッ
ペ
王
子
を
も
イ
タ
リ
ア
の
君
主
と
す
べ
く
策
略
し
、
オ
ー
ス
ト

リ
ア
に
譲
渡
し
た
パ
ル
マ
＝
ピ
ア
チ
ェ
ン
ツ
ァ
公
国
を
標
的
に
、
そ
の
王
位
継
承
権
を
取
得
さ
せ
た
。
こ
う
し
た
策
動
を
陰
で
推
進
し
た
の

が
、
イ
ザ
ベ
ル
・
フ
ァ
ル
ネ
ー
ゼ
で
あ
る
。
彼
女
の
秘
め
る
わ
が
子
へ
の
大
望
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
外
交
筋
で
い
つ
も
評
判
に
な
っ
た
。

ブ
ロ
ウ
ニ
ン
グ
著
『
オ
ー
ス
ト
リ
ア
継
承
戦
争
』（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
一
九
九
三
年
）

①

カ
ー
ラ
イ
ル
の
読
ま
れ
ざ
る
大
著
『
評
伝

プ
ロ
シ
ャ
王
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
二
世
』
に
は
、
こ
の
戦
争
に
係
わ
る
女
傑
と
し
て
マ
リ
ア

・
テ
レ
ジ
ア
や
エ
カ
テ
リ
ー
ナ
二
世
と
と
も
に
、
イ
ザ
ベ
ル
・
フ
ァ
ル
ネ
ー
ゼ
の
動
向
が
喝
破
さ
れ
る
。
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
エ
ン
ゲ
ル
ス

お
よ
び
夏
目
漱
石
に
敬
慕
さ
れ
る
彼
は
、
英
国
の
宿
敵
ス
ペ
イ
ン
の
王
妃
を
海
神
と
呼
称
し
た
。
海
神
が
水
辺
の
生
き
も
の
を
守
護
す

る
と
と
も
に
、
と
き
に
は
嵐
を
呼
び
立
て
、
戦
乱
や
海
難
を
惹
き
起
す
の
と
同
じ
く
、
病
弱
な
国
王
を
献
身
的
に
補
佐
す
る
彼
女
が
、

こ
こ
で
は
乱
世
の
梟
雄
と
し
て
描
か
れ
る
。

己
れ
の
の
第
一
王
子
カ
ル
ロ
ス
が
か
っ
て
領
有
し
た
ミ
ラ
ノ
一
帯
を
取
り
戻
し
、
第
二
王
子
フ
ィ
リ
ッ
ペ
・
デ
・
ブ
ル
ボ
ン
の
所
領
と
す
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る
こ
と
が
、
海
神
イ
ザ
ベ
ル
・
フ
ァ
ル
ネ
ー
ゼ
の
野
望
な
の
で
あ
る
。〔
中
略
〕

王
妃
に
牛
耳
ら
れ
る
ス
ペ
イ
ン
宮
廷
は
、
こ
の
戦
争
の
動
向
を
虎
視
眈
々
と
見
詰
め
た
。
眼
前
の
障
害
が
除
か
れ
る
ま
で
手
綱
を
引
き

締
め
て
待
と
う
。
一
七
四
一
年
夏
に
彼
女
は
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
兵
員
一
万
五
千
を
派
遣
し
た
が
、
英
国
艦
隊
の
封
鎖
に
よ
っ
て
如
何
し
難
い
。。

軍
事
的
要
地
カ
デ
ィ
ス
に
も
船
舶
と
軍
艦
を
待
機
さ
せ
た
が
、
そ
こ
も
厳
重
に
封
鎖
さ
れ
た
。
フ
ラ
ン
ス
宰
相
フ
ル
ー
リ
枢
機
卿
の
援
軍

遅
延
も
心
外
で
あ
る
が
、
さ
ら
な
る
苦
境
は
英
国
艦
隊
で
あ
っ
て
、
提
督
ニ
コ
ラ
ス
・
ハ
ド
ッ
ク
の
七
四
門
艦
が
カ
デ
ィ
ス
を
封
鎖
し
た

の
で
あ
る
。〔
中
略
〕

一
七
四
二
年
の
十
月
中
旬
カ
デ
ス
の
灯
台
か
ら
監
視
す
る
ス
ペ
イ
ン
将
校
が
、
こ
れ
ら
七
四
門
艦
が
ど
こ
に
い
る
か
、
と
あ
る
日
戸
惑

っ
た
。
海
面
か
ら
消
え
、
ど
こ
に
も
見
当
た
ら
ぬ
。
任
務
へ
の
不
満
か
、
不
祥
事
の
突
発
か
、
艦
隊
で
の
封
鎖
を
指
揮
す
る
ア
ル
ビ
オ
ン

が
、
背
信
に
も
使
命
を
放
棄
し
、
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
へ
撤
退
し
た
の
で
あ
る
。
思
う
に
マ
キ
ア
ベ
リ
流
の
変
り
身
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
つ
い
て

ハ
ド
ッ
ク
な
ど
責
任
者
へ
の
査
問
も
な
か
っ
た
。

七
四
門
艦
が
去
り
、
順
風
が
戻
る
や
、
ス
ペ
イ
ン
の
海
神
は
た
だ
ち
に
軍
事
輸
送
艦
を
バ
ル
セ
ル
ナ
に
出
航
さ
せ
た
。
そ
こ
で
兵
員
一

万
五
千
が
乗
り
組
み
、
フ
ラ
ン
ス
も
強
く
支
援
す
る
。
英
国
海
軍
の
攻
撃
は
微
弱
で
あ
り
、
同
年
十
二
月
中
旬
ジ
ェ
ノ
ア
沿
岸
へ
の
上
陸

を
完
了
し
た
。「
兵
士
ら
よ
、
ミ
ラ
ノ
一
帯
へ
侵
攻
せ
よ
！
」
ア
ル
プ
ス
へ
の
山
道
を
警
護
す
る
サ
ル
デ
ィ
ニ
ア
国
王
シ
ャ
ル
ル
・
エ
マ
ヌ

エ
ル
三
世
も
、
こ
の
勢
い
に
防
備
を
解
き
、
ス
ペ
イ
ン
と
の
同
盟
に
踏
み
切
っ
た
。
①

こ
の
と
き
ス
ペ
イ
ン
の
勢
力
躍
進
の
脅
威
を
感
じ
た
ル
イ
十
五
世
は
、
ノ
ア
イ
エ
公
爵
ア
ド
リ
ア
ン
・
マ
ウ
リ
ス
を
エ
ス
コ
リ
ア
ル
宮
へ

特
使
を
派
遣
し
、
北
イ
タ
リ
ア
へ
の
版
図
拡
大
を
牽
制
し
た
。
同
公
爵
の
外
交
文
書
に
は
困
難
な
交
渉
の
経
緯
と
と
も
に
、
最
晩
年
に

お
け
る
フ
ィ
リ
ッ
ぺ
五
世
の
様
子
が
伝
え
ら
れ
る
。
コ
ッ
ク
ス
著
『
ブ
ル
ボ
ン
王
朝
ス
ペ
イ
ン
国
王
列
伝
』
を
再
度
引
用
す
る
。
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両
国
の
信
頼
を
回
復
す
べ
く
、
ノ
ア
イ
エ
公
爵
は
使
節
と
し
て
ふ
た
た
び
マ
ド
リ
ッ
ド
に
遣
わ
さ
れ
、
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
形
勢
逆
転

に
照
し
て
、
ミ
ラ
ノ
領
有
を
フ
ィ
リ
ッ
ペ
・
デ
・
ブ
ル
ボ
ン
王
子
に
断
念
さ
せ
る
よ
う
進
言
さ
せ
た
。
同
公
爵
の
書
簡
と
報
告
に
は
ス
ペ

イ
ン
宮
廷
の
活
写
が
綴
ら
れ
、
そ
の
時
期
フ
ィ
リ
ッ
ぺ
五
世
は
鬱
状
態
に
先
立
つ
躁
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
が
興
味
深
い
。「
王
宮
以
外
で
」

と
ノ
ア
イ
エ
公
爵
は
誌
す
。「
お
姿
に
接
し
た
こ
と
は
な
い
の
で
す
が
、
ス
ペ
イ
ン
国
王
は
か
な
り
変
ら
れ
ま
し
た
。
以
前
よ
り
陛
下
は
肥

満
さ
れ
、
短
身
に
な
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
運
動
不
足
の
た
め
ら
し
く
、
起
立
や
歩
行
ご
苦
し
い
よ
う
に
拝
見
し
ま
し
た
。
理
解
力
に
つ
い

て
は
、
お
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
陛
下
は
い
つ
も
良
き
判
断
を
示
さ
れ
、
み
ず
か
ら
決
す
べ
き
事
柄
を
、
公
正
か
つ
周
到
に
処
理
さ
れ
ま

す
。
為
し
た
こ
と
、
眺
め
た
こ
と
、
読
ん
だ
こ
と
を
す
べ
て
忘
れ
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
を
楽
し
く
回
想
さ
れ
ま
し
た
」〔
中
略
〕
征

服
の
野
望
と
フ
ラ
ン
ス
王
権
か
ら
非
難
さ
れ
た
こ
と
を
心
外
と
し
な
が
ら
、
フ
ィ
リ
ッ
ぺ
五
世
は
申
さ
れ
ま
し
た
。「
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
ブ
ロ

ー
条
約
で
認
め
ら
れ
た
ミ
ラ
ノ
お
よ
び
モ
ン
タ
ナ
領
有
を
、
我
ら
は
潔
く
放
棄
し
よ
う
。
フ
ィ
リ
ッ
ペ
・
デ
・
ブ
ル
ボ
ン
王
子
が
そ
の
代

償
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
フ
ラ
ン
ス
の
国
王
が
友
情
を
発
揮
さ
れ
る
も
の
と
期
待
す
る
。
王
妃
イ
ザ
ベ
ル
・
フ
ァ
ル
ネ
ー
ゼ
を
熱
愛
し
、
誇

り
と
す
る
余
は
父
祖
伝
来
の
遺
産
、
パ
ル
マ
の
領
有
を
定
め
た
条
約
を
放
棄
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。」

コ
ッ
ク
ス
著
、
前
掲
。

①

一
七
四
八
年
エ
ク
ス
・
ラ
・
シ
ャ
ペ
ル
条
約
に
よ
っ
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
継
承
戦
争
は
終
結
し
、
マ
リ
ア
・
テ
レ
ジ
ア
の
ハ
プ
ス
ブ
ル
家
相

続
と
夫
君
フ
ラ
ン
ツ
一
世
の
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
即
位
が
承
認
さ
れ
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
掣
肘
に
よ
っ
て
ス
ペ
イ
ン
の
北
イ
タ
リ
ア
領
有
は
阻
止

さ
れ
、
ミ
ラ
ノ
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
返
還
さ
れ
た
。
代
償
と
し
て
フ
ィ
リ
ッ
ペ
・
デ
・
ブ
ル
ボ
ン
は
パ
ル
ム
公
主
に
即
位
し
、
啓
蒙
的
な

政
治
改
革
を
実
施
す
る
。
ダ
ラ
ン
ベ
ー
ル
な
ど
百
科
全
書
派
と
親
交
を
結
び
、
哲
学
者
コ
ン
デ
ィ
ヤ
ッ
ク
を
王
室
の
師
傅
に
招
請
す
る

し

ふ
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の
は
こ
の
君
主
で
あ
る
。

条
約
の
締
結
を
待
た
ず
、
一
七
四
六
年
に
フ
ィ
リ
ッ
ぺ
五
世
は
逝
去
し
、
前
妻
マ
リ
ア
・
ル
イ
ー
ザ
の
遺
児
、
王
太
子
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ

ン
ド
が
王
座
に
就
い
た
。
二
度
に
わ
た
る
在
位
、
四
六
年
間
の
長
き
を
通
し
、
た
え
ず
戦
乱
に
明
け
暮
れ
た
先
王
と
異
な
り
、
温
和
な

気
質
の
彼
は
、
平
和
の
維
持
と
学
芸
の
振
興
に
務
め
た
。
し
か
し
、
か
か
る
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ド
六
世
に
も
即
位
後
ま
も
な
く
遺
伝
的
な

心
疾
の
病
状
が
現
れ
、
狩
猟
や
音
楽
に
よ
っ
て
鬱
病
を
癒
や
す
工
夫
も
な
さ
れ
た
。
容
姿
に
は
恵
ま
れ
ぬ
も
の
の
、
王
妃
マ
リ
ア
・
バ
ル

バ
ラ
は
魅
力
的
な
人
柄
で
、
明
敏
な
知
性
と
豊
か
な
感
受
性
を
備
え
、
病
弱
な
国
王
を
つ
ね
に
補
佐
し
た
。
専
制
君
主
ジ
ョ
ア
ン
五
世

の
長
女
と
し
て
彼
女
は
、
娘
時
代
か
ら
作
曲
家
ド
メ
ニ
コ
・
ス
カ
ル
ラ
ッ
テ
ィ
に
師
事
し
て
、
ハ
ー
プ
シ
コ
ー
ド
の
名
手
で
あ
り
、
ス
ペ

イ
ン
宮
廷
で
は
教
会
音
楽
を
も
作
曲
す
る
。
①

か
ね
て
フ
ァ
リ
ネ
リ
は
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ド
六
世
夫
妻
か
ら
敬
愛
さ
れ
、
引
き
続
き
マ
ド

リ
ッ
ド
で
の
在
留
を
懇
請
さ
れ
、
国
王
の
傍
ら
で
王
妃
お
よ
び
聴
聞
司
祭
に
次
い
で
も
っ
と
も
信
頼
さ
れ
る
随
身
と
な
っ
た
。
以
後
さ
ら

に
十
余
年
彼
は
毎
夕
君
主
に
歌
唱
を
捧
げ
、
王
権
の
祝
祭
行
事
や
音
楽
事
業
を
統
率
す
る
。

こ
の
国
に
お
け
る
オ
ペ
ラ
の
振
興
は
、
一
七
〇
三
年
イ
タ
リ
ア
歌
劇
団
の
招
請
と
ブ
エ
ン
・
レ
テ
ィ
ロ
宮
コ
リ
セ
オ
劇
場
の
建
設
に
始

ま
る
。
一
七
三
七
年
初
め
に
は
イ
ザ
ベ
ル
・
フ
ァ
ル
ネ
ー
ゼ
の
側
近
、
ス
ペ
イ
ン
駐
在
パ
ル
ム
大
使
ス
コ
ッ
テ
ィ
侯
爵
の
企
画
に
よ
っ
て
同

劇
場
の
改
築
と
と
も
に
、
マ
ド
リ
ッ
ド
都
心
部
に
お
け
る
カ
ノ
ス
・
デ
ル
・
ペ
ラ
ル
劇
場
の
再
建
が
す
で
に
着
手
さ
れ
て
い
た
。
フ
ァ
リ

ネ
リ
の
提
言
に
よ
っ
て
コ
リ
セ
オ
劇
場
の
装
飾
と
舞
台
美
術
を
端
麗
に
す
る
た
め
、
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
派
の
代
表
的
画
家
ヨ
コ
ボ
・
マ
イ
ゴ
ー

ニ
を
招
き
、
宮
廷
画
家
と
し
て
処
遇
さ
せ
る
。
ま
た
、
オ
ペ
ラ
の
脚
本
家
と
し
て
ロ
ー
マ
や
ウ
イ
ー
ン
で
絶
大
な
評
価
を
博
す
文
学
者

ピ
エ
ト
ロ
・
メ
タ
ス
タ
ー
ジ
オ
に
向
け
て
新
た
な
作
品
を
定
期
的
に
届
け
る
よ
う
依
頼
し
、
そ
れ
ら
を
台
本
と
し
て
ス
ペ
イ
ン
宮
廷
専
属

の
作
曲
家
に
制
作
さ
せ
る
よ
う
懇
請
し
た
。
七
歳
年
長
の
メ
タ
ス
タ
ー
ジ
オ
と
十
八
歳
の
と
き
か
ら
親
交
を
結
び
、
両
者
の
間
で
交
わ
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さ
れ
た
書
簡
百
五
十
余
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
音
楽
史
の
貴
重
な
史
料
に
数
え
ら
れ
る
。

マ
ド
リ
ッ
ド
へ
招
請
さ
れ
た
作
曲
家
の
な
か
で
、
フ
ラ
ン
セ
ス
コ
・
コ
ル
セ
リ
が
も
っ
と
も
著
名
で
あ
る
。
一
七
〇
五
年
パ
ル
ム
公
国
で

生
ま
れ
た
彼
は
、
フ
ァ
ル
ネ
ー
ゼ
大
公
に
庇
護
さ
れ
、
ス
テ
カ
タ
・
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
大
寺
院
の
礼
拝
堂
楽
長
を
勤
め
た
。
や
が
て
イ
ザ

ベ
ル
・
フ
ァ
ル
ネ
ー
ゼ
の
要
望
に
よ
り
一
七
三
四
年
宮
廷
音
楽
家
お
よ
び
王
室
師
傅
と
し
て
着
任
し
、
一
七
三
八
年
彼
女
の
長
男
シ
ャ

ル
ル
・
デ
・
ブ
ル
ボ
ン
王
子
と
ザ
ク
セ
ン
選
帝
侯
の
長
女
マ
リ
・
ア
メ
リ
エ
と
の
結
婚
を
祝
し
、『
イ
ン
ド
に
お
け
る
ア
レ
キ
サ
ン
ド
ル
大

王
』
を
作
曲
し
た
。
①

ま
た
、
ナ
ポ
リ
で
生
ま
れ
た
オ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
バ
チ
ス
タ
・
メ
レ
は
、
ス
ペ
イ
ン
各
地
で
の
下
積
み
を
経
て
、
一

七
四
六
年
フ
ァ
リ
ネ
リ
の
推
挙
に
よ
っ
て
宮
廷
作
曲
家
の
地
位
を
確
保
し
た
。
一
七
四
六
年
ナ
ポ
リ
の
謝
肉
祭
で
処
女
作
『
偽
れ
る
未

亡
人
』
を
上
演
し
た
ニ
コ
ラ
・
コ
ン
フ
ォ
ル
ト
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
皇
妃
マ
リ
ア
・
テ
レ
ジ
ア
の
た
め
カ
ン
タ
ー
タ
を
、
ま
た
ナ
ポ
リ
国

王
カ
ル
ロ
ス
三
世
に
歌
劇
を
作
曲
し
た
あ
と
、
一
七
五
五
年
ス
ペ
イ
ン
宮
廷
に
迎
え
ら
れ
た
。
②

フ
ァ
リ
ネ
リ
に
選
抜
さ
れ
る
声
楽
陣
も
豪
華
で
あ
る
。
一
七
四
〇
年
フ
ィ
リ
ッ
ペ
王
子
の
誕
生
日
を
祝
う
セ
レ
ナ
ー
デ
に
は
、
著
名
な

カ
ス
ト
ラ
ー
ト
歌
手
カ
ッ
フ
ァ
レ
リ
と
ラ
ー
フ
の
好
敵
手
、
テ
ノ
ー
ル
歌
手
ア
ニ
バ
リ
ノ
が
ソ
プ
ラ
ノ
の
歌
姫
フ
ラ
ン
チ
ネ
ー
ニ
と
ア
ン
ナ

・
ペ
ル
ー
ジ
と
共
演
し
た
。
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
謝
肉
祭
に
お
け
る
メ
タ
ス
タ
ー
ジ
オ
脚
本
、
パ
ン
パ
ー
ニ
作
曲
の
歌
劇
『
皇
帝
テ
ィ
ト
ス
の
慈

悲
』
な
ど
の
公
演
で
称
讃
を
博
し
た
テ
レ
サ
・
カ
ス
テ
ィ
リ
ニ
が
、
マ
ド
リ
ッ
ド
に
到
着
し
た
の
は
一
七
四
八
年
の
盛
夏
で
あ
る
。
フ
ァ

リ
ネ
リ
の
薫
陶
の
も
と
に
こ
の
地
で
彼
女
は
さ
ら
に
技
を
磨
き
、
短
期
の
里
帰
り
を
含
め
、
以
後
十
年
間
ス
ペ
イ
ン
に
在
留
す
る
。
③

一
七
五
〇
年
四
月
ブ
ル
ボ
ン
王
家
の
第
三
王
女
マ
リ
ア
・
ア
ン
ト
ニ
ア
が
サ
ヴ
ォ
ア
公
主
ア
メ
デ
三
世
と
華
燭
の
縁
を
挙
げ
、
王
家
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の
慶
事
を
祝
し
て
ブ
エ
ン
・
レ
テ
ィ
ロ
宮
コ
リ
セ
オ
劇
場
で
、
脚
本
メ
タ
ス
タ
ー
ジ
オ
お
よ
び
作
曲
コ
ル
セ
リ
に
よ
る
歌
劇
『
ア
ジ
ー
ロ

・
ダ
モ
ー
レ
』
が
上
演
さ
れ
た
。
フ
ァ
リ
ネ
リ
は
こ
れ
に
出
演
す
る
歌
手
を
指
名
す
る
だ
け
で
な
く
、
建
築
家
と
工
芸
家
に
劇
場
の
改

修
を
命
じ
、
雪
花
石
膏
や
ア
ル
リ
カ
産
大
理
石
を
資
材
と
し
て
、
客
席
、
円
柱
、
欄
干
、
柱
頭
、
等
々
を
一
新
さ
せ
た
。
①

経
済
改
革
を
推
進
し
た
宰
相
カ
ル
バ
ハ
ー
ル
・
イ
・
ラ
ン
カ
ス
テ
ル
な
ど
有
能
な
政
治
家
と
と
も
に
、
彼
は
声
楽
家
フ
ァ
リ
ネ
リ
に
も

王
政
へ
の
参
与
を
要
請
さ
れ
る
。

フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ド
六
世
治
下
の
宮
廷
要
人
と
し
て
フ
ァ
リ
ネ
リ
を
逸
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
か
で
も
王
妃
へ
の
影
響
力
は
強
く
、

外
国
人
に
よ
る
戯
画
の
な
か
に
は
彼
が
宰
相
と
描
か
れ
る
も
の
も
あ
る
。〔
中
略
〕

当
時
の
王
妃
イ
ザ
ベ
ル
・
フ
ァ
ル
ネ
ー
ゼ
に
招
請
さ
れ
た
こ
の
音
楽
家
は
、
国
王
フ
ィ
リ
ッ
ぺ
五
世
を
病
床
か
ら
立
ち
直
ら
せ
、
洗
面

と
着
衣
を
自
力
で
さ
せ
、
さ
ら
に
は
国
事
へ
の
執
務
を
可
能
に
し
た
。
フ
ァ
リ
ネ
リ
を
受
け
入
れ
た
時
点
か
ら
国
王
の
精
神
疾
患
は
快
方

に
向
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
奇
蹟
か
ら
声
楽
家
へ
の
寵
愛
が
始
ま
っ
た
。
彼
は
同
じ
調
べ
数
曲
を
連
夜
ス
ペ
イ
ン
国
王
の
前
で
歌
い
、
二
千

ポ
ン
ド
の
年
収
と
種
々
の
恩
賜
品
を
授
け
ら
れ
た
。
王
太
子
夫
妻
た
る
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ド
と
バ
ル
バ
ラ
は
と
も
に
熱
烈
な
音
楽
愛
好
家

で
あ
り
、
お
な
じ
く
フ
ァ
リ
ネ
リ
に
傾
倒
し
た
。

フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ド
六
世
の
即
位
に
よ
っ
て
カ
ス
ト
ラ
ー
ト
歌
手
へ
の
敬
愛
と
尊
重
は
一
層
深
ま
り
、
カ
ラ
ト
ラ
バ
騎
士
団
叙
勲
者
お
よ

び
王
立
歌
劇
場
座
長
と
し
て
宮
廷
祭
事
の
統
率
者
と
な
っ
た
。
ブ
エ
ン
・
レ
テ
ィ
ロ
の
庭
園
に
典
雅
な
劇
場
が
造
営
さ
れ
、
声
楽
家
、
舞

踊
家
、
演
出
化
が
各
国
か
ら
集
め
ら
れ
る
。
フ
ァ
リ
ネ
リ
の
統
轄
の
も
と
に
首
都
と
王
宮
の
楼
閣
は
、
相
継
ぐ
祝
祭
で
輝
き
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
屈
指
の
壮
観
の
ひ
と
つ
と
な
っ
た
。
ア
ラ
ン
ジ
ェ
ス
宮
殿
に
お
け
る
テ
ー
ジ
ョ
河
畔
の
豪
華
な
音
楽
会
で
も
、
彼
の
才
幹
と
感
性
が
遺
憾

な
く
発
揮
さ
れ
た
。
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コ
ッ
ク
ス
著
、
前
掲
。

①

義
母
で
あ
る
イ
ザ
ベ
ル
・
フ
ァ
ル
ネ
ー
ゼ
の
辣
腕
と
容
喙
を
、
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ド
六
世
夫
妻
は
つ
ね
に
警
戒
し
、
双
方
の
不
和
は
フ

ァ
リ
ネ
リ
の
心
遣
い
で
辛
く
も
緩
和
さ
れ
て
い
た
。
一
七
四
七
年
外
国
勢
力
と
の
密
議
を
科
と
し
て
、
王
太
后
に
マ
ド
リ
ッ
ド
か
ら
の
追

放
が
命
じ
ら
れ
る
。
蟄
居
先
の
選
定
を
迫
ら
れ
た
彼
女
は
、
フ
ィ
リ
ッ
ペ
五
世
ゆ
か
り
の
地
、
セ
ゴ
ビ
ア
近
郊
の
ラ
・
グ
ラ
ン
ハ
宮
を
選

び
、
毎
年
命
日
に
そ
こ
で
亡
夫
を
追
悼
す
る
と
語
っ
た
。
②

リ
ス
ボ
ン
か
ら
長
女
マ
リ
ア
ナ
・
ヴ
ィ
ト
リ
ア
の
震
災
書
簡
が
急
送
さ
れ

る
前
年
、
一
七
五
四
年
の
イ
ザ
ベ
ル
・
フ
ァ
ル
ネ
ー
ゼ
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
る
。

生
涯
の
残
り
を
過
ご
す
隠
遁
の
牢
屋
と
し
て
、
ス
ペ
イ
ン
全
土
の
な
か
か
ら
選
ん
だ
ラ
・
グ
ラ
ン
ハ
宮
に
イ
ザ
ベ
ル
・
フ
ァ
ル
ネ
ー
ゼ

は
閉
塞
し
、
八
年
間
一
度
も
屋
外
へ
出
て
い
な
い
、
と
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
大
使
ル
ジ
ー
ニ
は
一
七
五
四
年
二
月
に
報
告
し
た
。「
宮
廷
の
政
務
か

ら
外
さ
れ
て
い
る
が
、
彼
女
は
高
雅
な
生
活
様
式
、
慈
愛
深
く
快
活
な
態
度
、
傑
出
し
た
精
神
的
諸
能
力
を
保
持
し
て
、
あ
り
し
日
の

お
姿
と
変
わ
ら
ず
、
運
命
の
転
変
に
よ
っ
て
は
、
な
お
返
り
咲
く
と
も
感
じ
ら
れ
た
。

ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
著
『
ス
ペ
イ
ン
の
荒
神
、
イ
ザ
ベ
ル
・
フ
ァ
ル
ネ
ー
ゼ
』

一
七
五
五
年
十
一
月
一
日
リ
ス
ボ
ン
を
壊
滅
さ
せ
た
巨
大
地
震
は
、
マ
ド
リ
ッ
ド
を
も
強
い
揺
れ
で
驚
愕
さ
せ
た
。
エ
ス
コ
リ
ア
ル
宮

の
一
部
も
損
傷
を
受
け
、
国
王
夫
妻
も
し
ば
ら
く
屋
外
に
避
難
し
、
夕
刻
王
宮
で
防
災
祈
願
の
盛
儀
を
行
っ
た
。
震
災
の
凄
絶
を
告
げ

る
マ
リ
ア
ナ
・
ヴ
ィ
ト
リ
ア
の
急
報
が
届
き
、
ス
ペ
イ
ン
王
権
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
へ
の
救
災
支
援
を
指
令
し
て
ま
も
な
く
、
国
境
を
越
え
た
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難
民
の
群
れ
が
マ
ド
リ
ッ
ド
へ
も
次
々
と
流
入
し
、
生
き
る
す
べ
を
リ
ス
ボ
ン
で
絶
た
れ
た
在
留
音
楽
家
も
そ
こ
に
含
ま
れ
た
。
バ
ル
ビ
エ

著
『
啓
蒙
の
カ
ス
ト
ラ
ー
ト
歌
手
、
フ
ァ
リ
ネ
リ
』
に
は
こ
れ
ら
イ
タ
リ
ア
人
の
艱
苦
と
フ
ァ
リ
ネ
リ
に
よ
る
救
援
が
簡
潔
に
語
ら
れ
る
。

（
ポ
ル
ト
ガ
ル
で
は
）
ジ
ョ
ア
ン
五
世
の
も
と
で
華
麗
な
宮
廷
文
化
が
成
立
し
、
歌
劇
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
音
楽
が
脚
光
を
浴
び

た
。
長
男
で
あ
る
ジ
ョ
ゼ
一
世
は
敏
腕
な
宰
相
ポ
ン
バ
ル
に
補
佐
さ
れ
て
、
そ
の
政
策
と
栄
光
を
継
続
す
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
教
国
の
禁
令

と
し
て
そ
こ
で
は
女
性
が
舞
台
に
立
て
ず
、
す
べ
て
の
女
役
は
カ
ス
ト
ラ
ー
ト
か
テ
ノ
ー
ル
が
務
め
た
。
か
く
し
て
一
時
的
に
一
七
五
二

年
か
ら
一
七
五
五
年
ま
で
著
名
な
カ
ス
ト
ラ
ー
ト
の
大
半
が
、
リ
ス
ボ
ン
に
集
ま
っ
た
。
フ
ァ
リ
ネ
リ
と
同
じ
く
天
使
の
歌
声
と
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で
称
讃
さ
れ
る
カ
ス
ト
ラ
ー
ト
、
す
な
わ
ち
カ
フ
ァ
レ
リ
、
ジ
ジ
エ
ロ
、
マ
ン
ズ
オ
リ
、
バ
ル
ビ
が
、
テ
ノ
ー
ル
で
あ
る
ラ
ー
フ
と
と

も
に
、
一
七
五
五
年
三
月
三
一
日
王
妃
マ
リ
ア
ナ
・
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ア
（
フ
ィ
リ
ッ
ぺ
五
世
と
イ
ザ
ベ
ル
・
フ
ァ
ル
ネ
ー
ゼ
の
娘
）
の
誕
生
日

に
出
演
し
た
。

王
都
を
壊
滅
さ
せ
、
四
万
人
の
命
を
奪
っ
た
同
年
十
一
月
一
日
の
地
震
は
、
こ
れ
ら
在
留
声
楽
家
へ
の
契
約
に
止
め
を
刺
し
た
。
も

は
や
セ
レ
ナ
ー
デ
を
催
す
状
況
で
は
な
い
。
敬
虔
に
も
こ
の
日
サ
ン
タ
レ
ム
へ
の
参
詣
に
急
ぎ
出
立
し
た
カ
フ
ァ
レ
リ
は
、
イ
タ
リ
ア
で

隠
遁
し
、
も
は
や
舞
台
で
歌
わ
ぬ
、
と
神
へ
誓
願
し
た
。

王
妃
の
身
内
全
員
が
危
機
に
襲
わ
れ
た
こ
と
も
含
め
、
大
地
震
の
急
報
は
ス
ペ
イ
ン
宮
廷
を
愕
然
と
さ
せ
た
。
す
べ
て
を
喪
失
し
た
不

幸
な
家
族
が
、
や
が
て
マ
ド
リ
ッ
ド
へ
日
々
流
入
し
、
生
き
る
手
立
て
を
求
め
る
。
こ
れ
ら
避
難
民
の
群
れ
に
は
多
数
の
イ
タ
リ
ア
人
音

楽
家
も
含
ま
れ
、
彼
ら
は
ス
ペ
イ
ン
で
活
動
で
き
る
こ
と
を
切
望
し
た
。「
彼
方
か
ら
の
音
楽
家
が
」
と
イ
ギ
リ
ス
大
使
は
証
言
す
る
。「
身

を
飾
る
も
の
も
な
く
、
日
々
こ
こ
に
殺
到
す
る
。
」
こ
う
し
た
被
災
者
を
経
済
的
に
援
助
す
る
フ
ァ
リ
ネ
リ
は
、
然
る
べ
き
場
で
彼
ら
に

仕
事
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
尽
力
し
た
。

（
地
震
以
前
に
ス
ペ
イ
ン
へ
移
動
し
た
）
テ
ノ
ー
ル
歌
手
ラ
ー
フ
は
別
と
し
て
、
混
然
た
る
越
境
者
の
な
か
に
は
カ
ス
ト
ラ
ー
ト
歌

手
の
マ
ン
ズ
オ
リ
と
ジ
ジ
エ
ロ
も
見
出
さ
れ
た
。
つ
と
に
一
七
五
〇
年
か
ら
一
七
五
二
年
ま
で
マ
ド
リ
ッ
ド
に
滞
在
し
た
マ
ン
ズ
オ
リ
は
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こ
れ
以
後
さ
ら
に
四
年
間
在
留
す
る
。
や
が
て
帰
国
の
際
に
は
数
々
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
と
貴
重
な
贈
物
を
下
賜
さ
れ
た
。
一
夕
ア
ン
コ

ー
ル
へ
の
喝
采
に
応
じ
て
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
テ
レ
ー
ザ
・
カ
ス
テ
リ
ー
ニ
と
の
二
重
唱
を
演
じ
た
褒
賞
に
黄
金
の
小
箱
を
頂
き
、
光
栄
に

も
彼
と
そ
の
一
座
の
舞
台
が
国
王
・
王
妃
の
上
覧
に
供
さ
れ
た
。
ま
た
、
〈
愛
す
べ
き
〉ジ
ジ
エ
ロ
は
宮
廷
の
寵
児
と
な
り
、
国
王
や
王

妃
の
広
間
で
し
ば
し
ば
歌
っ
た
。
①

マ
ド
リ
ッ
ド
一
帯
の
破
壊
は
軽
少
で
あ
っ
た
が
、
セ
ヴ
ィ
リ
ア
な
ど
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
地
方
は
巨
大
地
震
に
よ
っ
て
甚
大
な
被
害
に
曝
さ

れ
た
。
こ
の
時
期
に
予
定
さ
れ
た
歌
劇
の
初
演
、
メ
タ
ス
タ
シ
オ
の
新
作
『
王
女
ニ
テ
テ
ィ
』
の
披
露
を
ス
ペ
イ
ン
宮
廷
は
翌
年
に
延
期

す
る
。
一
七
五
六
年
九
月
二
三
日
お
よ
び
二
四
日
国
王
の
誕
生
日
を
祝
賀
し
て
『
王
女
ニ
テ
テ
ィ
』
が
上
演
さ
れ
、
し
こ
に
は
す
で
に

八
年
間
専
属
す
る
カ
ス
テ
ィ
リ
ニ
は
も
と
よ
り
、
前
年
の
夏
入
国
し
た
ラ
ー
フ
や
リ
ス
ボ
ン
で
被
災
し
た
ヴ
ェ
ロ
ー
ニ
も
登
場
し
た
。
②

当
日
配
布
さ
れ
た
リ
ヴ
レ
ッ
ト
の
記
述
を
試
訳
す
る
。

歌
劇
『
王
女
ニ
テ
テ
ィ
』

王
妃
陛
下
の
御
意
に
よ
り

カ
ト
リ
ッ
ク
教
国
（
ス
ペ
イ
ン
）
国
王
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ド
六
世
陛
下
の
輝
か
し
き
誕
生
日
を
祝
し
て

一
七
五
六
年
ビ
エ
ン
・
レ
テ
ィ
ロ
宮
コ
リ
セ
オ
王
立
劇
場
に
お
い
て
上
演
。

監
督
：
カ
ル
ロ
・
ブ
ロ
シ
ィ
・
フ
ァ
リ
ネ
リ

脚
本
：
ペ
ド
ロ
・
メ
タ
ス
タ
シ
オ
の
新
作
、
四
行
詩
『
王
女
ニ
テ
テ
ィ
』
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こ
の
台
本
は
フ
ァ
リ
ネ
リ
の
依
嘱
に
よ
り
書
き
下
さ
れ
た
。
作
曲
：
ニ
コ
ロ
・
コ
ン
フ
ォ
ル
ト
、
ナ
ポ
リ
で
活
躍
。

装
飾
：
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
バ
タ
ジ
オ
リ
、
モ
デ
ー
ナ
の
著
名
画
家

配

役

ア
マ
ー
シ
ス
（
エ
ジ
プ
ト
の
王
）：
ア
ン
ト
ン
・
ラ
ー
フ
、
ド
イ
ツ
出
身

サ
メ
ー
テ
ス
（
エ
ジ
プ
ト
の
王
子
で
、
ベ
ロ
ー
エ
を
愛
す
）：
フ
ェ
リ
ッ
ペ
・
エ
リ
ー
ジ
、
ロ
ー
マ
出
身

ベ
ロ
ー
エ
（
羊
飼
）：
マ
グ
ダ
レ
ー
ナ
・
パ
リ
ー
ジ
、
フ
ィ
レ
ン
チ
ェ
出
身

ニ
テ
テ
ィ
（
サ
メ
ー
テ
ス
の
異
母
妹
で
、
密
か
に
彼
を
愛
す
）：
テ
レ
ー
ザ
・
カ
ス
テ
リ
ー
ニ
、
ミ
ラ
ノ
出
身
、
ス
ペ
イ
ン
王
室
歌
手

ア
メ
ノ
フ
ィ
ス
（
シ
リ
ア
の
王
で
、
密
か
に
ニ
テ
テ
ィ
を
愛
す
）：
マ
ヌ
エ
ル
・
コ
ル
ナ
チ
ー
ニ
、
ミ
ラ
ノ
出
身

ブ
バ
ル
テ
ス
：
ジ
ャ
コ
モ
・
ヴ
ェ
ロ
ー
リ
（
エ
ジ
プ
ト
親
衛
隊
長
）、
フ
ィ
レ
ン
チ
ェ
出
身

①

一
七
五
八
年
八
月
二
七
日
王
妃
マ
リ
ア
・
バ
ル
バ
ラ
は
ア
ラ
ン
ジ
ェ
ズ
宮
で
病
死
し
、
そ
の
愁
傷
に
よ
っ
て
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ド
六
世
の

鬱
病
は
極
度
に
悪
化
し
た
。
ス
ペ
イ
ン
君
主
の
重
篤
を
受
け
て
、
後
継
者
擁
立
の
策
謀
に
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
が
拮
抗
す
る
。
翌
年
八

月
十
日
に
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ド
六
世
は
四
七
歳
で
逝
去
し
、
閉
塞
中
の
王
太
后
イ
ザ
ベ
ル
・
フ
ァ
ル
ネ
ー
ゼ
が
摂
政
が
任
命
さ
れ
、
同
月

十
七
日
民
衆
の
歓
呼
を
受
け
て
マ
ド
リ
ッ
ド
王
宮
へ
復
帰
し
た
。
外
交
面
で
の
発
言
力
を
保
持
し
、
か
ね
て
フ
ラ
ン
ス
王
権
と
の
提
携
強
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化
を
図
っ
た
彼
女
が
、
ナ
ポ
リ
＝
シ
チ
リ
ア
国
王
、
実
子
の
カ
ル
ロ
ス
の
ス
ペ
イ
ン
王
位
継
承
を
推
進
し
た
の
で
あ
る
。
①

同
年
十
月
彼

は
新
王
カ
ル
ロ
ス
三
世
と
し
て
即
位
し
、
以
後
三
十
年
に
及
ぶ
統
治
は
ス
ペ
イ
ン
に
お
け
る
代
表
的
な
啓
蒙
君
主
と
評
価
さ
れ
る
。

王
権
に
就
い
た
カ
ル
ロ
ス
三
世
と
王
妃
ア
メ
リ
ア
は
王
太
后
イ
ザ
ベ
ル
・
フ
ァ
ル
ネ
ー
ゼ
の
剛
腕
と
介
入
を
警
戒
し
、
鄭
重
に
扱
い
つ

つ
、
国
政
か
ら
遠
ざ
け
た
。
イ
ザ
ベ
ル
・
フ
ァ
ル
ネ
ー
ゼ
お
よ
び
先
王
夫
妻
の
側
近
で
あ
っ
た
声
楽
家
フ
ァ
リ
ネ
リ
は
、
年
金
支
給
の
継

続
を
保
証
さ
れ
つ
つ
、
国
外
へ
の
即
刻
退
去
を
命
じ
ら
れ
る
。
一
七
六
〇
年
五
五
歳
の
彼
は
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
港
か
ら
テ
ノ
ー
ル
歌
手
ラ
ー

フ
と
と
も
に
帰
国
の
途
に
就
い
た
。
他
方
ふ
た
た
び
ラ
・
グ
ラ
ン
ハ
宮
へ
蟄
居
し
た
イ
ザ
ベ
ル
・
フ
ァ
ル
ネ
ー
ゼ
は
、
な
か
ば
盲
目
と
な

り
な
が
ら
、
慈
善
事
業
に
打
ち
込
み
、
な
お
も
七
年
間
生
き
続
け
る
。
②

一
七
七
〇
年
大
著
『
古
代
か
ら
近
代
に
至
る
音
楽
通
史
』
を
執
筆
中
の
シ
ャ
ル
ル
・
ブ
ル
ネ
イ
は
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
イ
ス
、
イ
タ
リ
ア

を
周
遊
し
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
近
郊
の
フ
ァ
リ
ネ
リ
を
訪
問
し
た
。
ス
ペ
イ
ン
か
ら
帰
国
し
、
ナ
ポ
リ
で
熱
烈
な
歓
迎
を
受
け
た
伝
説
の
歌
手

は
、
一
七
六
一
年
か
ら
そ
の
地
で
閑
静
な
別
荘
に
隠
棲
し
た
の
で
あ
る
。
ウ
イ
ー
ン
の
革
新
的
作
曲
家
グ
ル
ッ
ク
は
一
七
六
三
年
に
、

ま
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
皇
帝
ヨ
ゼ
フ
二
世
は
一
七
六
九
年
に
こ
の
山
房
を
訪
れ
た
。
③

フ
ァ
リ
ネ
リ
の
楽
才
と
功
績
に
つ
い
て
は
、
ブ
ル

ネ
イ
の
紀
行
『
フ
ラ
ン
ス
お
よ
び
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
音
楽
の
現
況
』
が
貴
重
な
記
録
で
あ
る
。

（
一
七
七
〇
年
八
月
）
二
五
日
土
曜
日

フ
ァ
リ
ネ
リ
殿
の
隠
棲
を
訪
ね
る
喜
悦
に
恵
ま
れ
た
。
ス
ペ
イ
ン
か
ら
帰
国
さ
れ
た
の
ち
、
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ボ
ロ
ー
ニ
ア
か
ら
一
マ
イ
ル
離
れ
た
近
郊
で
、
な
お
設
備
な
か
ば
の
山
荘
に
住
わ
れ
る
。
マ
ル
チ
ニ
神
父
に
同
伴
し
て
夕
食
を
共
に
す
る

よ
う
招
待
さ
れ
、
か
く
も
傑
出
し
た
お
ふ
た
り
に
同
席
で
き
る
稀
有
な
幸
運
を
感
激
し
つ
つ
記
録
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

歌
手
と
し
て
の
引
退
が
す
で
に
久
し
い
も
の
の
、
フ
ァ
リ
ネ
リ
は
ハ
ー
プ
シ
コ
ー
ド
と
ヴ
ィ
オ
ラ
・
ダ
モ
ー
レ
の
奏
楽
に
ひ
と
り
興
じ
、

諸
国
で
製
作
さ
れ
た
沢
山
の
ハ
ー
プ
シ
コ
ー
ド
を
所
有
し
た
。〔
中
略
〕
愛
用
さ
れ
る
ひ
と
つ
は
さ
き
の
ス
ペ
イ
ン
王
妃
マ
リ
ア
・
バ
ル
バ

ラ
か
ら
授
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
王
妃
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
お
よ
び
ス
ペ
イ
ン
に
お
い
て
ス
カ
ル
ラ
ッ
チ
に
師
事
し
、
後
者
は
そ
の
王

太
子
妃
時
代
に
教
本
の
第
一
巻
と
第
二
巻
を
作
曲
し
、
ヴ
ェ
ネ
テ
ィ
ア
で
印
行
し
た
初
版
を
彼
女
に
献
呈
し
た
。
こ
れ
な
る
ハ
ー
プ
シ
コ

ー
ド
は
ス
ペ
イ
ン
で
製
作
さ
れ
、
そ
の
響
き
は
無
比
の
精
妙
さ
を
湛
え
た
。〔
中
略
〕

一
七
三
四
年
に
フ
ァ
リ
ネ
リ
は
英
国
へ
来
て
、
驚
嘆
す
べ
き
楽
才
で
聴
衆
に
感
銘
を
与
え
た
。
歓
喜
、
恍
惚
、
魅
了
の
歌
唱
に
だ
れ
も

が
接
し
た
か
、
伝
え
聞
い
た
の
で
あ
る
。
実
弟
（
リ
カ
ル
ド
・
ブ
ロ
ッ
シ
）
の
作
曲
、
名
高
い
ア
リ
ア
「
揺
れ
る
船
の
よ
う
に
」
で
は
彼

の
精
妙
な
歌
声
が
緩
や
か
に
強
烈
な
音
域
へ
高
ま
っ
た
の
ち
、
同
じ
く
緩
や
か
に
微
小
な
音
域
へ
と
消
え
て
、
聴
衆
の
喝
采
は
五
分
間
続

い
た
。
こ
れ
に
続
け
て
快
活
で
急
速
な
調
べ
を
彼
は
展
開
し
、
同
時
代
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
で
は
調
子
を
合
わ
せ
る
の
が
困
難
で
あ
っ
た
。

よ
く
知
ら
れ
た
名
馬
チ
ャ
イ
ル
ダ
ー
が
他
の
い
か
な
る
競
走
馬
を
も
圧
倒
す
る
よ
う
に
、
フ
ァ
リ
ネ
リ
は
他
の
い
か
な
る
歌
手
を
も
凌
駕

す
る
。
絶
妙
の
旋
律
だ
け
で
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
非
凡
な
歌
手
の
あ
ら
ゆ
る
美
点
が
、
こ
こ
に
凝
結
す
る
。
そ
の
声
音
は
力
強
さ
、
心
優

し
さ
、
緊
迫
感
を
湛
え
、
そ
の
調
べ
は
甘
美
に
、
優
雅
に
、
闊
達
に
進
む
。
ま
さ
し
く
人
類
の
歴
史
に
お
け
る
古
今
無
双
の
力
量
が
、
彼

に
備
わ
る
。
こ
れ
に
接
す
る
だ
れ
し
も
、
学
あ
る
も
の
も
、
無
知
な
る
者
も
、
親
し
き
者
も
仇
な
る
者
も
、
魅
了
さ
れ
て
陶
然
と
な
る
。

こ
う
し
た
天
稟
を
称
え
ら
れ
つ
つ
、
フ
ァ
リ
ネ
リ
は
一
七
三
七
年
ス
ペ
イ
ン
ヘ
赴
い
た
。
来
シ
ー
ズ
ン
の
オ
ペ
ラ
公
演
に
つ
い
て
貴
族
階

級
と
契
約
し
、
す
ぐ
に
も
英
国
へ
帰
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
往
路
パ
リ
で
彼
は
フ
ラ
ン
ス
国
王
の
御
前
で
歌
い
、
リ
コ
ボ
ー
ニ
に
よ
れ
ば
、

当
時
イ
タ
リ
ア
音
楽
を
嫌
っ
た
フ
ラ
ン
ス
人
を
も
魅
了
し
た
。
し
か
し
、
ス
ペ
イ
ン
の
国
王
・
王
妃
の
も
と
で
歌
唱
し
た
最
初
の
日
に
、
宮

廷
の
要
務
に
就
く
よ
う
懇
請
さ
れ
、
以
後
な
が
く
そ
こ
に
留
ま
っ
て
、
公
衆
の
前
で
歌
う
こ
と
を
す
べ
て
固
辞
し
た
。
そ
の
と
き
定
め
ら

れ
た
彼
の
年
俸
は
英
貨
に
し
て
二
千
ポ
ン
ド
と
さ
れ
る
。
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「
ス
ペ
イ
ン
宮
廷
に
在
留
し
て
」
と
フ
ァ
リ
ネ
リ
は
私
に
語
っ
た
。「
フ
ィ
リ
ッ
ペ
五
世
が
存
命
す
る
最
初
の
十
年
間
は
君
主
の
御
前
で

毎
夜
同
じ
四
曲
を
歌
っ
た
。
う
ち
ふ
た
つ
は
メ
タ
ス
タ
ー
ジ
オ
の
脚
本
、
ハ
ッ
セ
の
作
曲
に
よ
る
も
の
で
（
歌
劇
『
ア
ル
タ
セ
ル
セ
』
の
ア

リ
ア
「
淡
い
太
陽
」
お
よ
び
「
こ
の
甘
美
な
抱
擁
）
で
あ
る
。
ほ
か
の
作
品
は
も
う
忘
れ
た
が
、
勝
手
気
ま
ま
に
変
奏
す
る
舞
曲
も
あ
っ

た
。」

フ
ィ
リ
ッ
ペ
五
世
が
逝
去
し
た
あ
と
も
、
後
継
者
た
る
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ド
六
世
は
フ
ァ
リ
ネ
リ
を
敬
愛
し
、
一
七
五
〇
年
カ
ラ
ト
ラ
バ

騎
士
団
に
叙
勲
し
た
。
し
か
し
、
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ド
六
世
の
た
め
に
も
オ
ペ
ラ
の
奨
励
が
必
要
と
思
わ
れ
、
フ
ァ
リ
ネ
リ
の
責
務
は
一
層

重
要
で
煩
雑
と
な
っ
た
。
彼
は
宮
廷
催
事
の
総
監
督
に
任
命
さ
れ
、
当
代
最
高
の
作
曲
家
や
声
楽
家
を
イ
タ
リ
ア
か
ら
招
き
、
メ
ス
タ
シ

オ
に
は
脚
本
執
筆
を
依
頼
す
る
役
割
を
担
っ
た
。
歌
劇
『
見
捨
て
ら
れ
た
女
王
デ
ィ
ド
ー
ネ
』
の
主
要
場
面
な
ど
を
描
い
た
絵
図
四
点
を

ボ
ロ
ー
ニ
ヤ
近
郊
の
別
荘
で
私
は
拝
見
し
た
。
制
作
者
の
ア
ミ
コ
ニ
は
ま
ず
イ
ギ
リ
ス
で
そ
れ
ら
を
披
露
し
、
ス
ペ
イ
ン
で
も
供
覧
し
て
、

マ
ド
リ
ッ
ド
で
歿
し
た
の
で
あ
る
。

現
在
の
ス
ペ
イ
ン
国
王
が
即
位
す
る
や
、
フ
ァ
リ
ネ
リ
は
国
外
へ
の
退
去
を
命
じ
ら
れ
た
。
た
だ
し
、
多
額
の
年
金
は
保
証
さ
れ
、
家

財
の
転
送
も
許
可
さ
れ
た
。
同
家
の
家
具
は
き
わ
め
て
豪
華
な
も
の
で
、
ほ
と
ん
ど
が
著
名
な
人
物
か
ら
の
贈
物
で
あ
っ
た
。
二
四
年
間

の
ス
ペ
イ
ン
生
活
で
多
数
の
友
人
関
係
や
多
彩
な
人
間
関
係
を
結
ん
だ
彼
に
は
、
新
た
な
居
住
地
を
求
め
る
こ
と
が
、
痛
恨
の
極
み
で
あ

る
。
嫉
妬
や
傲
慢
が
渦
巻
く
王
国
と
宮
廷
に
あ
っ
て
、
ス
ペ
イ
ン
人
と
の
い
か
な
る
争
闘
も
対
立
も
な
く
、
民
衆
に
忌
み
嫌
わ
れ
る
こ
と

も
な
し
に
、
王
家
第
一
の
寵
臣
と
し
て
な
が
く
留
ま
り
え
た
の
は
、
明
ら
か
に
フ
ァ
リ
ネ
リ
の
人
格
が
、
深
謀
に
し
て
謙
抑
だ
か
ら
で
あ

ろ
う
。〔
中
略
〕

フ
ァ
リ
ネ
リ
の
広
い
居
室
に
は
玉
突
き
台
が
置
か
れ
、
著
名
な
人
物
の
肖
像
画
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。
こ
こ
に
描
か
れ
る
の
は
主
と
し

て
外
国
の
王
侯
で
あ
っ
て
、
彼
の
パ
ト
ロ
ン
た
る
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
の
皇
帝
ふ
た
り
と
皇
妃
ひ
と
り
、
ス
ペ
イ
ン
の
国
王
三
名
、
オ
ー
ス
ト

リ
ア
の
大
公
ふ
た
り
、
サ
ル
デ
ィ
ニ
ア
の
国
王
ひ
と
り
、
サ
ヴ
ォ
ア
の
大
公
ひ
と
り
、
ナ
ポ
リ
の
国
王
ひ
と
り
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
公
女

ひ
と
り
、
ロ
ー
マ
教
皇
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
十
四
世
が
連
な
り
、
ス
ペ
イ
ン
の
王
妃
ふ
た
り
（
イ
ザ
ベ
ル
・
フ
ァ
ル
ネ
ー
ゼ
と
マ
リ
ア
・
バ
ル
バ
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ラ
）
の
面
影
に
も
注
視
で
き
た
。
①


